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研
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論
文

「
阿
蘭
陀
国
主
」
宛
家
康
書
状

―
―
日
本
側
と
オ
ラ
ン
ダ
側
の
認
識

ク
レ
イ
ン
ス
桂
子

（Abraham
 van den Broek, n.d.

（
が
駿
府
で
の
謁
見
時
に
家
康
に
渡
し
た
マ
ウ

リ
ッ
ツ
書
状
へ
の
返
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
︒
こ
の
時
︑
使
節
に
は
家
康
か
ら

返
書
と
と
も
に
来
航
通
商
を
許
可
す
る
朱
印
状
四
通
が
与
え
ら
れ
た（

（
（

︒
家
康
か

ら
の
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
来
航
通
商
へ
の
期
待
を
受
け
て
︑
平
戸
で
オ
ラ
ン
ダ

商
館
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

　
以
心
崇
伝
（
一
五
六
九
~
一
六
三
三
（
に
よ
る
﹁
異
国
日
記
﹂
に
は
︑
こ
の
家

康
書
状
に
つ
い
て
︑
書
状
作
成
に
関
わ
る
幕
府
側
の
経
緯
と
内
容
の
控
が
記
さ

れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
同
書
状
の
内
容
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
︑
同
時
代
に

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
（Em

anuel van M
eteren, （（（（ –（（（（

（
（
（

（

の
著
作
﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
隣
邦
の
歴
史
﹄（
一
六
一
四
年
刊
（
に
収
録

さ
れ
た（

（
（

︒

は
じ
め
に

　
慶
長
十
四
年
七
月
二
十
五
日
（
一
六
〇
九
年
八
月
二
十
四
日
（
付
で
徳
川
家
康

か
ら
﹁
阿
蘭
陀
国
主
﹂
マ
ウ
リ
ッ
ツ
（M

aurits van N
assau, （（（（ –（（（（

（
（
（

（
宛
に
作

成
さ
れ
た
書
状
の
写
し
が
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
に
現
存
し
て
い

る
﹇
図
版
（
﹈﹇
図
版
（
﹈（
九
頁
（︒﹁
復
章
﹂
で
始
ま
る
こ
と
か
ら
返
書
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る（

（
（

︒
管
見
の
限
り
︑
原
本
は
伝
存
し
な
い
︒

　
こ
の
家
康
書
状
は
︑
一
六
〇
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
二
隻
が
日
本
に
来
航
し
た

際
に
︑
使
節
と
し
て
指
名
さ
れ
た
各
船
の
上
級
商
務
員
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ポ
イ
ク

（N
icolaes Puijck, ?–（（（（

（
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
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こ
の
家
康
書
状
に
関
し
て
︑
金
井
圓
氏
は
﹃
日
蘭
交
渉
史
の
研
究
﹄
に
お
い

て
︑
崇
伝
﹁
異
国
日
記
﹂
掲
載
の
関
連
記
事
を
紹
介
し
︑
書
状
作
成
の
経
緯
と

そ
の
内
容
並
び
に
同
時
に
作
成
さ
れ
た
朱
印
状
の
内
容
に
言
及
し
て
い
る（

（
（

︒
ま

た
︑
加
藤
榮
一
氏
も
こ
の
書
状
の
一
節
を
﹁
異
国
日
記
﹂
に
基
づ
き
引
用
し
て

い
る（

（
（

︒
こ
れ
ら
の
主
な
日
本
側
の
先
行
研
究
で
は
︑﹁
異
国
日
記
﹂
の
控
は
参
照

さ
れ
て
い
る
が
︑
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
し
に
つ
い
て

は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
︒

　
一
方
︑
家
康
書
状
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
に
つ
い
て
は
︑
村
上
直
次
郎
氏
が
﹁
増

訂
異
国
日
記
抄
﹂
に
お
い
て
︑
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵
関
連
文
書
中
に
あ
る

﹁
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
文
と
称
す
る
も
の
﹂
を
翻
刻
・
掲
載
し
て
い
る（

（
（

︒
し
か
し
︑
内

容
の
分
析
や
原
文
と
の
詳
し
い
比
較
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
︒
ま
た
︑
フ
ァ

ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
隣
邦
の
歴
史
﹄
に
掲
載
さ
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
語
訳
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
︒

　
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
の
歴
史
書
に
つ
い
て
は
︑
松
田
清
氏
が
﹃
洋
学
の
書

誌
的
研
究
﹄
に
お
い
て
︑
後
の
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
時
代
の
逸
話
を
以
下
の
よ

う
に
紹
介
し
て
い
る
︒
一
八
一
三
年
に
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
が
長

崎
奉
行
所
の
勘
定
吟
味
役
か
ら
朱
印
状
に
よ
る
初
期
の
日
蘭
貿
易
時
代
の
史
実

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
際
に
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
の
﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

お
よ
び
隣
邦
の
歴
史
﹄
を
参
照
し
て
︑
朱
印
状
に
関
連
し
て
同
書
記
載
の
日
本

皇
帝
の
書
簡
を
検
討
し
た
と
い
う（

（
（

︒

　
慶
長
十
四
年
付
家
康
書
状
に
つ
い
て
は
︑
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写

し
や
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
隣
邦
の
歴
史
﹄
掲
載

の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
︑
こ
れ
ま
で
充
分
に
検

討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒

　
本
稿
で
は
︑
同
書
状
の
内
容
や
作
成
舞
台
裏
の
検
討
を
通
じ
て
︑
君
主
間
レ

ベ
ル
に
み
ら
れ
る
最
初
期
の
日
蘭
関
係
の
有
り
様
を
探
求
す
る
と
と
も
に
︑
同

書
状
が
オ
ラ
ン
ダ
の
通
商
活
動
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
ち
︑
オ
ラ
ン

ダ
人
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
︒

　
ま
ず
は
︑
先
行
研
究
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ラ
イ
デ
ン
大
学
図

書
館
所
蔵
家
康
書
状
の
写
し
を
足
掛
か
り
と
し
て
︑
第
一
章
で
︑
そ
の
来
歴
を

目
録
情
報
か
ら
確
認
し
た
う
え
で
︑
所
蔵
者
や
関
係
者
の
追
跡
調
査
と
︑
家
康

書
状
に
纏
わ
る
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
文
書
に
お
け
る
関
連
記
述
や

書
状
の
裏
面
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
覚
え
書
き
の
分
析
を
お
こ
な
う
︒

　
第
二
章
で
は
︑
異
国
日
記
に
お
け
る
関
連
記
述
か
ら
家
康
書
状
作
成
の
経
緯

を
紹
介
し
︑
写
し
の
筆
記
者
に
つ
い
て
も
若
干
の
検
討
を
試
み
た
の
ち
に
︑
異

国
日
記
所
収
の
控
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
写
し
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
︒

さ
ら
に
︑
家
康
書
状
の
内
容
分
析
を
通
じ
て
︑
同
書
状
作
成
に
あ
た
っ
て
の
日

本
側
の
認
識
を
考
察
す
る
と
と
も
に
︑
書
状
作
成
以
前
に
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
家

康
側
に
伝
え
ら
れ
た
内
容
の
推
測
を
試
み
る
︒

　
最
後
の
第
三
章
で
は
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
所
収
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
に
つ

い
て
︑
原
文
の
翻
刻
と
和
訳
を
掲
載
し
︑
村
上
氏
が
掲
載
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
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図版2　「慶長14年7月25日付オランダ国主宛家康書状写し（裏）」（ライデン大学図書館所蔵）
http://hdl.handle.net/（（（（.（/item:（（（（1（（

図版1　「慶長14年7月25日付オランダ国主宛家康書状写し（表）」（ライデン大学図書館所蔵）
http://hdl.handle.net/（（（（.（/item:（（（（1（（
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語
訳
文
と
の
比
較
を
し
た
の
ち
に
︑
日
本
語
原
文
と
の
内
容
比
較
分
析
を
お
こ

な
い
︑
家
康
返
書
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
側
で
受
容
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
の
分
析
を
試
み
る
︒

　
日
蘭
の
通
交
開
始
に
つ
な
が
っ
た
同
書
状
と
四
通
の
朱
印
状
は
︑
日
蘭
関
係

草
創
期
に
お
け
る
両
国
間
の
関
係
に
つ
い
て
双
方
で
も
た
れ
た
認
識
を
探
る
う

え
で
重
要
な
検
討
材
料
で
あ
る
︒
こ
の
年
に
四
通
発
給
さ
れ
た
朱
印
状
に
つ
い

て
は
︑
そ
の
機
能
的
役
割
や
︑
以
後
に
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
複
数

の
朱
印
状
と
の
比
較
な
ど
の
点
に
お
い
て
興
味
深
い
検
討
対
象
で
は
あ
る
が
︑

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
︑
本
稿
で
は
家
康
書
状
に
論
点
を
絞
る
︒

第
一
章
　
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
写
し

第
一
節
　
来
歴

目
録
に
お
け
る
書
誌
情
報

　
本
節
で
は
慶
長
十
四
年
七
月
二
十
五
日
付
﹁
阿
蘭
陀
国
主
﹂
宛
家
康
書
状
の

写
し
が
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
に
至
る
来
歴
を
振
り
返
る
︒
こ
の
史
料
に

つ
い
て
は
︑
次
の
歴
代
三
種
の
目
録
に
そ
の
書
誌
情
報
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ

て
い
る
︒

①
　R

.P.A
. D

ozy,  C
atalogus codicum

 orientalium
 bibliothecae academ

iae 

Lugduno Batavae. vol. （ , Leiden: E. J. Brill, （（（（ , p. （（（ .

②
　K

oos K
uiper, C

atalogue of C
hinese and Sino-W

estern m
anuscripts in the 

central library of Leiden U
niversity. Leiden: Legatum

 W
arnerianum

 in 

Leiden U
niversity Library, （11（ , pp. （ –（ .

③
　Jan Just W

itkam
, Inventory of the oriental m

anuscripts of the Library of the 

U
niversity of Leiden. vol. （ : m

anuscripts O
r. （11（ –O

r. （111 . Leiden: Ter 

Lugt Press, （11（ , p. （（（ .

　
最
も
早
い
一
八
五
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
①
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
目
録
に
は
︑

d. EPISTO
LA IAPO

N
IC

A ET
 SIN

IC
A

（
日
本
と
中
国
の
書
簡
（
の
項
に
書
誌

番
号C

C
C

X
X

X
III. （C

od. （（（（

（
が
振
ら
れ
︑
こ
の
番
号
の
下
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
二
つ
の
書
誌
の
う
ち
の
最
初
の
も
の
と
し
て
︑Epistola Im

peratoris 

Iaponiae ad principem
 M

auritium
, Iaponice scripta.

（
日
本
の
皇
帝
よ
り
マ
ウ

リ
ッ
ツ
公
宛
書
状
（
と
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
二
番
目
の
書
誌
の
下
に
はEx 

Legato Papenbroekii.

（
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
遺
産
よ
り
（
と
の
付
記
も
み
ら
れ

る
︒

　
二
〇
〇
五
年
出
版
の
②
の
目
録
に
は
︑
第
一
章
﹁Th

e O
riental m

anuscripts 

collection

（
東
洋
写
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（﹂
の
最
初
に
記
さ
れ
た
﹁O

r. （（（（ : （

﹂
の

書
誌
番
号
の
項
に
︑
ラ
テ
ン
語
タ
イ
ト
ル
﹁Epistola Im

peratoris Japonensium
 

ad Principem
 M

auritium

﹂
と
そ
の
英
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
日
本
語

の
タ
イ
ト
ル
﹁
日
本
國
源
家
康
復
章
阿
蘭
陀
國
主
殿
下
﹂
と
そ
の
英
訳
も
み
ら

れ
る
︒
こ
の
ほ
か
の
書
誌
情
報
と
し
て
︑
料
紙
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
で
は
な

い
こ
と
︑
三
十
四
・
五
×
四
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
紙
の
片
面
に
漢
字
で
十



「阿蘭陀国主」宛家康書状 

11

五
行
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
書
状
の

裏
面
に
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
覚
え
書
き
の
翻
刻C

opie vande 

m
issive gheschreven / by sijne K

eijserlerlycke M
at van Japa / aen syne Princell. 

Exctie M
auritium

 / d de scheepen den R
ooden Leeuw

 m
et Pijlen ende den 

G
rijffoen m

edeghenom
と
そ
の
英
訳

C
opy of the m

issive w
ritten by H

is 

Im
perial M

ajesty of Japan to H
is Princely Excellency M

aurice, carried on 

board the ships the Red Lion w
ith Arrow

s and the G
riffon

（
日
本
の
皇
帝
陛
下

に
よ
っ
て
マ
ウ
リ
ッ
ツ
公
陛
下
宛
に
書
か
れ
た
書
状
の
写
し
︑
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・

メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
と
グ
リ
フ
ィ
ユ
ー
ン
号
両
船
で
運
ば
れ
た
（
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
︒
ま
た
︑
同
書
状
に
関
す
る
先
行
文
献
二
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

ほ
か
︑

来
歴
と
し
てLeiden U

niversity Library, G
errit van Papenbroeck Legacy （（（（

（
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
︑
ヘ
リ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
遺
産
一
七

四
三
年
（
と
も
付
記
さ
れ
て
い
る
︒

　
二
〇
〇
七
年
出
版
の
③
は
︑
一
六
六
五
年
か
ら
一
八
七
一
年
に
ラ
イ
デ
ン
大

学
図
書
館
に
登
録
さ
れ
た
写
本
が
書
誌
番
号O

r. （11（

か
らO

r. （111

ま
で
順

番
に
掲
載
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
︒
当
該
書
状
の
書
誌
は
一
九
二
頁
の
﹁O

r. 

（（（（  

（（

（﹂
の
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
目
録
②
と
同
じ
ラ
テ
ン
語
タ
イ
ト
ル

と
そ
の
英
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
目
録
②
と
同
様
の
日
本
語
の
タ
イ
ト

ル
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
でN

ipponkoku M
inam

oto no Ieyasu fukush[sic]

O
randa kokushu D

enka

と
記
さ
れ
︑
そ
の
英
訳Reply by 

（the sh ōgun[sic]

（

M
inam

oto no Ieyasu of the country Japan to his H
ighness the Lord of 

H
olland

が
付
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
ほ
か
に
記
さ
れ
て
い
る
書
誌
情
報
は
目
録

②
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
が
︑
こ
こ
に
は
来
歴
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い

一
方
︑
目
録
作
成
者
に
よ
る
付
記
と
し
て
︑Th

is is the first reply by the 

Japanese governm
ent to the D

utch w
ho w

ished to open up trade, show
ing an 

attitude quite different from
 the second reply several years later. Th

e original 

w
as lost, Japanese and D

utch scholars have searched in vain. Th
is m

akes this 

copy all the m
ore valuable.

（
こ
れ
は
通
商
開
始
を
望
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
す
る

日
本
の
統
治
機
関
に
よ
る
最
初
の
返
書
で
あ
り
︑
数
年
後
の
二
番
目
の
返
書
と
は
か

な
り
異
な
る
態
度
を
示
し
て
い
る（

（1
（

︒
原
本
は
失
わ
れ
︑
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
研
究
者

が
探
し
た
が
︑
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
︒
こ
の
こ
と
は
当
写
し
を
さ
ら
に
も
ま
し
て
価

値
あ
る
も
の
に
す
る
（
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
収
集
品

　
上
記
の
通
り
︑
目
録
①
と
②
に
記
さ
れ
て
い
る
同
書
状
の
来
歴
情
報
と
し
て
︑

①
で
は
﹁
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
遺
産
よ
り
﹂︑
②
で
は
﹁
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書

館
︑
ヘ
リ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
遺
産
一
七
四
三
年
﹂
と
記

さ
れ
て
い
る
︒
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
裕
福
な
有
力
商
人
で
あ
り
︑
美
術
品
収
集

家
で
も
あ
っ
た
ヘ
ー
ラ
ー
ル
ド
・
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
（G

erard van 

Papenbroeck, （（（（ –（（（（

（
は
︑
遺
書
で
収
集
品
を
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
遺
贈
す
る

意
思
を
示
し
て
い
た
︒
彼
の
死
亡
し
た
一
七
四
三
年
に
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

大
部
分
が
同
大
学
に
入
っ
た（

（1
（

︒
な
お
︑
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
収
集
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品
の
な
か
に
は
︑
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
美
術
品
の
ほ
か
に
︑
十
六
・
十
七
世

紀
の
各
国
王
侯
貴
族
の
書
状
の
手
稿
も
美
術
品
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
︒
オ
ラ

ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
文
書
の
な
か
か
ら
流
出
し
た
家
康
書
状
の
写
し
は
︑
入
手

の
機
会
が
訪
れ
た
際
に
十
八
世
紀
中
葉
以
前
に
は
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

　
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
は
︑
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
商
人
で
あ
り
美
術
品
収
集
家
で
あ
っ
た
ヘ
リ
ッ
ト
・
レ
イ
ン
ス
ト

（G
errit Reynst, （（（（ –（（（（

（
と
ヤ
ン
・
レ
イ
ン
ス
ト
（Jan Reynst, （（1（ –（（（（

（

兄
弟
の
収
集
品
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う（

（1
（

︒
こ
の
レ
イ
ン
ス
ト
兄
弟
の
父
は
オ

ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
第
二
代
総
督
を
務
め
た
ヘ
ー
ラ
ー
ル
ド
・
レ
イ
ン
ス

ト
（G

erard Reynst, （（（1 s–（（（（

（
で
あ
る
︒
レ
イ
ン
ス
ト
総
督
は
一
六
一
四
年

十
一
月
に
バ
ン
タ
ム
に
到
着
し
た（

（1
（

の
ち
︑
す
ぐ
に
モ
ル
ッ
カ
諸
島
へ
遠
征
に
赴

き（
（1
（

︑
一
六
一
五
年
十
二
月
に
ヤ
カ
ト
ラ
（
そ
の
後
バ
タ
フ
ィ
ア
と
改
称
（
で
病
死

し
て
い
る（

（1
（

︒
一
つ
の
仮
説
と
し
て
︑
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
遺
贈
で

ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
家
康
書
状
の
写
し
が
レ
イ
ン
ス
ト
兄

弟
収
集
品
由
来
で
あ
り
︑
そ
の
前
段
階
と
し
て
レ
イ
ン
ス
ト
総
督
か
ら
息
子
た

ち
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
︒
レ
イ
ン
ス
ト
総
督
の
ア
ジ
ア
出
航
に
あ
た
っ
て
︑
日
本
訪
問
の
機
会
に

備
え
て
︑
東
イ
ン
ド
会
社
の
十
七
人
会
が
過
去
に
届
い
て
い
た
家
康
書
状
の
写

し
を
レ
イ
ン
ス
ト
総
督
に
託
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
︒

こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
考
慮
し
て
関
係
史
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
︑
そ
の
よ
う

な
事
実
を
示
す
記
述
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
︒
と
は
い
え
︑
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
と
の
関
わ
り
の
み
ら
れ
る
レ
イ
ン
ス
ト
家
と
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ

ル
ッ
ク
と
の
つ
な
が
り
が
収
集
品
を
通
じ
て
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
︑
家
康
書
状

の
写
し
の
来
歴
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
︒

第
二
節
　
ラ
ー
イ
家
と
の
関
わ
り

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
の
十
七
人
会
へ
の
報
告

　
家
康
書
状
の
写
し
の
一
通
が
一
六
一
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
重

役
会
で
あ
る
十
七
人
会
に
送
付
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
同
会
社
の
商
務
員

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
（H

endrik van R
aey, ?–（（（（

（
が
一
六
一
〇

年
十
月
八
日
付
十
七
人
会
宛
の
書
状
に
お
い
て
﹁
皇
帝
陛
下
︹
家
康
︺
か
ら
︹
マ

ウ
リ
ッ
ツ
︺
公
陛
下
宛
の
書
状
の
写
し
を
同
封
す
る
﹂
と
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
確
認
で
き
る（

（1
（

︒

　
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
は
︑
一
六
〇
九
年
に
日
本
に
来
航
し
た
二
隻
の
オ
ラ
ン
ダ

船
の
う
ち
ス
ヒ
ッ
プ
船
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
の
下
級
商

務
員
で
あ
っ
た（

（1
（

︒
日
本
に
寄
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
二
隻
は
︑
使
節
を
通
じ
て
家

康
か
ら
﹁
阿
蘭
陀
国
主
﹂
宛
書
状
と
朱
印
状
を
得
た
の
ち
︑
一
六
〇
九
年
十
月

三
日
に
平
戸
を
出
発
し（

（1
（

︑
同
月
三
十
日
に
パ
タ
ニ
に
寄
港
し
て
い
る（

（2
（

︒
同
地
で

開
か
れ
た
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
︑
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
は
︑
獲
得
し
た
日
本
貿

易
の
た
め
の
商
品
の
供
給
を
確
保
す
る
目
的
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
上
級
商
務
員
と

し
て
赴
任
す
る
予
定
で
あ
っ
た
た
め
︑
パ
タ
ニ
で
下
船
し
︑
次
の
季
節
風
ま
で
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同
地
で
待
機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
パ
タ
ニ
で
待
機
中
の
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
は
︑

同
地
で
記
し
た
一
六
一
〇
年
十
月
八
日
付
の
十
七
人
会
宛
の
書
状
を
発
送
す
る

際
に
︑
預
か
っ
て
い
た
家
康
書
状
の
写
し
を
同
封
し
︑
モ
ル
ッ
カ
諸
島
か
ら
パ

タ
ニ
経
由
で
祖
国
に
向
か
う
ス
ヒ
ッ
プ
船
デ
ル
フ
ト
号
に
託
し
た
︒
フ
ァ
ン
・

ラ
ー
イ
は
︑
同
十
七
人
会
宛
の
書
状
で
次
の
よ
う
に
も
記
し
て
い
る
︒

︻
史
料
一（

（2
（

︼

一
六
〇
九
年
十
一
月
二
十
二
日
に
積
荷
満
載
で
当
地
︹
パ
タ
ニ
︺
か
ら
出

発
し
た
ス
ヒ
ッ
プ
船
フ
ェ
レ
ー
ニ
ヒ
デ
ン
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ

ン
号
が
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
貴
殿
た
ち
に
詳
細
に
教
え
る
こ
と
に
な

ろ
う
︒
し
か
し
︑
船
は
渡
航
中
に
多
く
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
︑
神

が
防
い
で
く
れ
る
こ
と
を
望
む
け
れ
ど
も
︑
同
船
が
帰
還
中
に
何
ら
か
の

災
害
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
︑
本
状
は
貴
殿
た
ち

の
た
め
の
報
告
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
︒

　﹁
ス
ヒ
ッ
プ
船
フ
ェ
レ
ー
ニ
ヒ
デ
ン
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
﹂
は
︑

日
本
に
寄
港
し
た
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
の
こ
と
で
あ
る
︒

家
康
書
状
を
載
せ
た
同
船
は
一
六
一
〇
年
七
月
に
オ
ラ
ン
ダ
に
無
事
に
到
着
し

て
い
る
︒
こ
の
四
年
後
の
一
六
一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン

﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
隣
邦
の
歴
史
﹄
の
一
六
一
〇
年
条
に
は
︑
日
本
か
ら

ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
が
一
六
一
〇
年
七
月
二
十
一
日
に

帰
還
し
︑
日
本
の
君
主
か
ら
の
書
状
を
も
た
ら
し
た
と
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い

る
︒
後
述
の
通
り
︑
こ
の
記
述
に
続
く
箇
所
に
は
︑
そ
の
書
状
の
オ
ラ
ン
ダ
語

訳
も
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（2
（

︒
こ
の
時
︑
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン

号
が
持
ち
帰
っ
た
の
は
原
本
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
前
記
の
二
〇
〇
七
年
出
版

目
録
③
に
記
さ
れ
て
い
た
通
り
︑
原
本
は
そ
の
後
何
時
か
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
︒

　
一
方
︑
船
の
航
海
中
に
難
破
な
ど
の
危
険
に
遭
う
確
率
が
高
い
こ
と
を
考
慮

し
た
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
は
︑
家
康
書
状
の
写
し
を
自
ら
の
書
状
に
同
封
す
る
形

で
祖
国
に
帰
還
す
る
別
の
船（

（2
（

に
託
し
て
送
付
し
て
い
る
︒
こ
の
写
し
は
ほ
ぼ
一

年
間
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
の
手
元
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑

フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
は
同
書
状
で
﹁
日
本
で
需
要
の
あ
る
商
品
の
覚
え
書
き
を
同

封
す
る
﹂
と
も
記
し
て
い
る
︒
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
は
︑
獲
得
し
た
日
本
貿
易
を

支
援
す
る
た
め
に
日
本
で
需
要
の
あ
る
鹿
皮
な
ど
の
供
給
確
保
の
担
当
要
員
と

し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
上
級
商
務
員
の
資
格
で
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た（

（2
（

︒
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
は
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
の
日
本
と
の
関
わ
り
の
深
さ
が
見
出
さ

れ
る
︒

十
七
人
会
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
支
部
重
役
レ
オ
ナ
ー
ル
・
ラ
ー
イ

　
十
九
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
家
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
（Ludovicus C

arolus 

D
esiderius van D

ijk, （（（（ –（（（1

（
に
よ
る
と
︑
お
そ
ら
く
こ
の
ヘ
ン
ド
リ
ッ

ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
は
十
七
人
会
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
支
部
の
レ
オ
ナ
ー
ル
・
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ラ
ー
イ
（Leonard R

ay, n.d.

（
（2
（

（
の
息
子
あ
る
い
は
兄
弟
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
い
う（

（2
（

︒

ラ
ー
イ
と
い
う
姓
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
両
者
が
同
じ
ラ
ー
イ
家
の
一

族
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
︒
ま
た
︑
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
が

十
七
人
会
へ
書
状
を
直
接
送
っ
て
い
る
こ
と
も
同
人
と
会
社
の
重
役
会
と
の
深

い
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
︒
彼
が
下
級
商
務
員
と
し
て
乗
船
し
た
ロ
ー
デ
・

レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
は
お
そ
ら
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
支
部
の
建
造

し
た
船
で
あ
り
︑
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
支
部
の
重
役
の
一
人
の
親
族
と
い
う
縁
故

関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑
東
イ
ン
ド
会
社
船
の
職
務
の
な
か
で
商
館
長
ク
ラ

ス
の
上
級
商
務
員
よ
り
一
階
級
下
と
い
う
高
い
地
位
の
下
級
商
務
員
と
し
て
同

船
に
乗
船
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

　
レ
オ
ナ
ー
ル
・
ラ
ー
イ
に
も
日
本
と
の
つ
な
が
り
が
み
ら
れ
る
︒
一
六
〇
六

年
二
月
二
日
付
十
七
人
会
の
決
議
録
に
は
日
本
の
君
主
へ
の
書
状
作
成
に
関
す

る
事
項
が
み
ら
れ
る
︒
こ
の
決
議
録
に
よ
る
と
︑
こ
の
時
レ
オ
ナ
ー
ル
・
ラ
ー

イ
は
日
本
の
君
主
へ
の
書
状
の
手
配
と
贈
物
の
準
備
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
︒
ま
た
︑
そ
れ
ら
は
同
年
出
航
の
パ
ウ
ル
ス
・
フ
ァ
ン
・
カ
ー
ル
デ
ン

（Paulus van C
aerden, c（（（（ –c（（（（

（
提
督
に
託
さ
れ
る
こ
と
も
同
時
に
決
議
さ

れ
て
い
る（

（2
（

︒

　
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
が
一
六
一
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に

も
た
ら
し
た
日
本
の
君
主
︹
家
康
︺
か
ら
の
書
状
に
つ
い
て
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー

テ
レ
ン
は
﹁
こ
の
書
状
は
︑
マ
ウ
リ
ッ
ツ
公
を
代
表
す
る
使
節
に
ス
タ
ー
テ

ン
・︹
ヘ
ネ
ラ
ー
ル
︺
が
東
イ
ン
ド
へ
向
け
て
持
た
せ
た
︑
推
薦
あ
る
い
は
紹
介

の
書
状
に
対
す
る
返
答
で
あ
っ
た
﹂
と
記
し
て
い
る（

（2
（

︒
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン

が
往
信
と
し
て
位
置
づ
け
る
﹁
推
薦
あ
る
い
は
紹
介
の
書
状
﹂
が
一
六
〇
六
年

に
レ
オ
ナ
ー
ル
・
ラ
ー
イ
が
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
同
一
か
ど
う
か
に

つ
い
て
︑
こ
の
記
述
に
書
状
作
成
年
な
ど
の
情
報
が
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な

い
︒
と
は
い
え
︑
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
送
っ
た
書
状
に
対
し
て
得
ら
れ
た
返
答
で
あ

る
と
の
認
識
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
︒

　
数
年
越
し
で
よ
う
や
く
得
ら
れ
た
日
本
の
君
主
か
ら
の
返
書
を
ヘ
ン
ド
リ
ッ

ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
は
ラ
ー
イ
家
の
一
人
と
し
て
特
別
な
思
い
を
も
っ
て
受

け
止
め
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
︒
と
は
い
え
︑
彼
は
ア
ジ
ア
の
地
で
引
き

続
き
勤
務
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
国
は
し
ば
ら
く
で

き
な
い
見
込
み
で
あ
っ
た
︒
こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
︑
預
か
っ
た
写
し
を
別
の

帰
還
船
に
託
し
て
十
七
人
会
に
送
付
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

写
し
の
裏
面
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
覚
え
書
き

　
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
家
康
書
状
写
し
の
裏
面
に
は
︑﹁
ロ
ー
デ
・

レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
と
グ
リ
フ
ィ
ユ
ー
ン
号
両
船
で
運
ば
れ
た
︑

マ
ウ
リ
ッ
ツ
公
陛
下
宛
に
日
本
の
皇
帝
陛
下
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
状
の
写

し
﹂（C

opie vande m
issive gheschreven by sijne K

eijserlycke M
at van Japa[n] aen 

Syne Princell. Ex
tie M

auritium
 d de scheepen den R

ooden Leeuw
 m

et Pijlen ende 

den G
rijffoen m

edeghenom

（
と
手
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

（
九
頁
﹇
図
版
（
﹈
参
照
（︒

　
オ
ラ
ン
ダ
船
が
持
ち
帰
っ
た
家
康
書
状
の
写
し
が
複
数
存
在
し
た
可
能
性
も
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あ
る
た
め
︑
こ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
し
が
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・

フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
の
送
付
し
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
と
の
断
定
は
で
き
な
い
︒

﹁
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
と
グ
リ
フ
ィ
ユ
ー
ン
号
両
船
で
運

ば
れ
た
﹂
と
の
記
述
か
ら
は
︑
こ
の
写
し
が
原
本
と
と
も
に
両
船
で
そ
の
ま
ま

オ
ラ
ン
ダ
ま
で
運
ば
れ
た
可
能
性
が
高
い
︒
そ
の
場
合
︑
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
が

預
か
っ
た
写
し
は
複
数
存
在
し
た
写
し
の
う
ち
の
別
の
一
通
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
︒

　
一
方
︑
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
の
送
付
し
た
写
し
が
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵

の
も
の
と
同
一
で
あ
る
場
合
︑
日
本
を
去
る
時
点
で
原
本
と
と
も
に
写
し
も

ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
と
グ
リ
フ
ィ
ユ
ー
ン
号
で
運
ば
れ

た
が
︑
写
し
の
方
は
パ
タ
ニ
で
下
船
し
た
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ

が
預
か
り
︑
一
六
一
〇
年
十
月
八
日
付
の
十
七
人
会
宛
の
書
状
に
同
封
す
る
形

で
︑
当
時
モ
ル
ッ
カ
諸
島
か
ら
パ
タ
ニ
に
寄
港
し
て
い
た
祖
国
へ
帰
還
予
定
の

ス
ヒ
ッ
プ
船
デ
ル
フ
ト
号
に
託
さ
れ
︑
オ
ラ
ン
ダ
へ
運
ば
れ
る
と
い
う
経
緯
を

辿
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒

第
二
章
　 

家
康
書
状
の
異
国
日
記
所
収
控
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館

所
蔵
写
し

第
一
節
　「
異
国
日
記
」
に
み
る
書
状
作
成
の
経
緯
と
舞
台
裏

「
異
国
日
記
」
所
収
控

　
慶
長
十
四
年
付
家
康
書
状
に
つ
い
て
は
︑
崇
伝
が
﹁
異
国
日
記
﹂
に
そ
の
内

容
の
控
を
書
き
写
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
そ
の
控
の
前
後
に
は
同
書
状
作
成
の
経

緯
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
も
記
さ
れ
て
い
る
︒
書
状
控
の
直
前
に
は
︑
次
の
通

り
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

︻
史
料
二（

（3
（

︼

一
　
同
十
一
日
頃
︑
於
御
本
丸
︑
本
上
州
被
仰
候
ハ
︑
ヲ
ラ
ン
タ
ヨ
リ
御

書
ヲ
上
候
︑
彼
国
ノ
文
字
ニ
テ
分
不
見
候
︑
通
事
ニ
仮
名
ニ
ノ
ベ
サ
セ
ラ

レ
候
︑
以
来
船
ヲ
渡
可
申
候
間
︑
湊
ヲ
モ
被
下
︑
往
来
仕
候
様
ニ
ト
ノ
義

ニ
候
︑
印
子
ノ
盃
二
︑
糸
三
百
五
十
斤
︑
ナ
マ
リ
三
千
斤
︑
象
牙
二
本
上

候
︑
此
返
書
認
︑
下
書
上
可
申
由
也
︑
円
光
寺
御
書
候
︑
此
書
ハ
少
文
体

可
然
様
ニ
ト
仰
ニ
候

　
こ
の
う
ち
﹁
本
上
州
被
仰
候
ハ
︑
ヲ
ラ
ン
タ
ヨ
リ
御
書
ヲ
上
候
︑
彼
国
ノ
文

字
ニ
テ
分
不
見
候
︑
通
事
ニ
仮
名
ニ
ノ
ベ
サ
セ
ラ
レ
候
﹂
の
部
分
か
ら
は
︑
オ

ラ
ン
ダ
よ
り
﹁
彼
国
ノ
文
字
﹂（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
で
記
さ
れ
た
書
状
が
到
来

し
た
こ
と
を
受
け
て
︑
家
康
側
近
の
本
多
正
純
（
一
五
六
五
~
一
六
三
七
（
が
通

事
に
翻
訳
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　
ま
た
︑﹁
以
来
船
ヲ
渡
可
申
候
間
︑
湊
ヲ
モ
被
下
︑
往
来
仕
候
様
ニ
ト
ノ
義
ニ

候
﹂
の
部
分
か
ら
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
到
来
し
た
書
状
の
要
点
が
オ
ラ
ン
ダ
船
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往
来
の
際
の
交
易
場
所
と
し
て
の
着
岸
地
の
確
保
を
求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒

　
オ
ラ
ン
ダ
使
節
か
ら
の
献
上
品
が
列
記
さ
れ
た
後
の
﹁
此
返
書
認
︑
下
書
上

可
申
由
也
︑
円
光
寺
御
書
候
﹂
の
部
分
か
ら
は
︑
円
光
寺
の
閑
室
元
佶
（
一
五

四
八
~
一
六
一
二
（
が
指
示
を
受
け
て
返
書
の
下
書
き
を
執
筆
し
た
こ
と
が
わ

か
る
︒

　
書
状
控
の
直
後
に
は
︑﹁
右
円
光
寺
清
書
︑
間
ニ
合
鳥
子
︑
下
絵
ア
リ
︑
上
包

ハ
可
漏
鳥
子
︑
上
ノ
真
中
ニ
テ
ノ
リ
付
ニ
シ
テ
︑
封
ノ
字
三
所
ニ
書
︑
御
朱
印

ハ
︑
七
月
二
十
一
日
ニ
被
押
候
也
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
部
分
か
ら
は
︑

元
佶
が
清
書
も
お
こ
な
い
︑
朱
印
押
印
日
が
和
暦
七
月
二
十
一
日
（
西
暦
八
月

二
十
日
（
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒

　
ま
た
︑
使
用
さ
れ
た
紙
に
つ
い
て
﹁
間
ニ
合
鳥
子
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
︑
紙
の
種
類
は
鳥
の
子
と
呼
ば
れ
る
雁
皮
紙
で
︑
間
似
合
紙
の
大
き
さ
︑

す
な
わ
ち
三
尺
（
約
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
の
大
判
で
︑
さ
ら
に
︑﹁
下
絵
ア

リ
﹂
と
あ
る
の
で
︑
装
飾
が
施
さ
れ
た
料
紙
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

一
方
︑
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
し
に
使
わ
れ
た
紙
は
︑
三
十
四
・
五

×
四
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
︑
装
飾
は
な
い
︒
原
本
と
写
し
に
用

い
ら
れ
た
料
紙
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒

写
し
の
筆
記
者

　
家
康
書
状
に
関
す
る
崇
伝
の
覚
え
書
き
の
記
述
か
ら
︑
原
本
が
元
佶
に
よ
っ

て
清
書
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
る
が
︑
写
し
の
筆
記
者
は
誰
な
の
か
と
い

う
疑
問
が
残
る
︒
オ
ラ
ン
ダ
使
節
の
通
訳
と
し
て
こ
の
時
の
謁
見
に
同
行
し
た

の
は
リ
ー
フ
デ
号
の
元
乗
組
員
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト

（M
elchior van Santvoort, c（（（1 –（（（（

（
で
あ
っ
た
︒
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー

ル
ト
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
側
関
係
者
の
う
ち
の
誰
か
が
受
領
後
に
書
き

写
し
た
と
は
考
え
に
く
い
︒
ま
た
︑
オ
ラ
ン
ダ
側
の
使
節
と
し
て
家
康
に
謁
見

し
た
ポ
イ
ク
は
そ
の
日
記
に
お
い
て
︑
家
康
か
ら
マ
ウ
リ
ッ
ツ
公
宛
の
複
数
通

の
書
状
を
得
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
原
本
の
ほ
か
に
写
し
も
同
時
に
幕

府
側
か
ら
渡
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い（

（3
（

︒

　
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
と
︑
候
補
者
と
し
て
は
︑
下
書
き
と
清
書
を

担
当
し
た
元
佶
が
第
一
に
挙
が
る
︒
次
の
候
補
者
と
し
て
︑
当
時
︑
元
佶
の
外

交
事
務
の
補
佐
を
し
て
い
た
崇
伝
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
正
確
な
筆
跡
鑑
定
の
た
め

に
は
筆
跡
の
専
門
家
に
よ
る
調
査
を
依
頼
す
る
必
要
が
あ
る
が
︑
以
下
で
は
︑

筆
記
者
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
る
人
物
の
筆
跡
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み

る
︒

　
元
佶
の
文
字
に
つ
い
て
は
︑
閲
覧
可
能
な
史
料
が
限
ら
れ
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で

閲
覧
で
き
た
﹃
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
﹄（︹
要
法
寺
︺︹
慶
長
五
（
一
六
〇

〇
（
年（

（3
（

︺（
巻
末
の
元
佶
自
筆
の
書
入
れ
部
分
と
比
較
し
て
み
た
が
︑
共
通
す
る

文
字
の
数
が
わ
ず
か
数
文
字
で
同
筆
・
異
筆
の
判
断
は
難
し
い
︒

　
崇
伝
の
筆
跡
を
比
較
す
る
材
料
と
し
て
は
︑
そ
の
手
に
成
る
ほ
ぼ
同
内
容
の

控
が
あ
り
︑
両
者
で
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
の
並
び
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
い
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う
点
で
は
比
較
し
や
す
い
︒
し
か
し
︑
写
し
と
控
と
で
は
そ
の
筆
記
目
的
が
異

な
り
︑
自
分
の
覚
と
し
て
記
さ
れ
た
控
の
方
が
文
字
の
崩
し
方
が
強
い
︒
こ
の

た
め
︑
両
者
が
同
筆
か
ど
う
か
は
判
断
し
難
い
︒

　
一
方
︑
崇
伝
自
筆
と
さ
れ
る
慶
長
十
七
年
六
月
付
﹁
濃
毘
数
般
宛
徳
川
家
康

返
書
案
﹂
が
存
在
す
る（

（3
（

︒
こ
の
﹁
濃
毘
数
般
宛
徳
川
家
康
返
書
案
﹂
は
︑
清
書

で
は
な
い
が
︑
他
者
に
見
せ
る
案
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
文
字
の
崩
し
が

少
な
い
︒
し
た
が
っ
て
︑
文
字
の
状
態
を
比
較
す
る
う
え
で
の
材
料
と
し
て
は
︑

控
よ
り
も
適
し
て
い
る
︒
こ
ち
ら
の
筆
跡
と
問
題
の
写
し
の
筆
跡
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
︑
両
者
の
筆
跡
が
似
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
︒

　
そ
の
他
の
候
補
と
し
て
︑
こ
の
時
の
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
文
書
作
成
事
務
に
関

わ
っ
て
い
た
右
筆
﹁
庄
九
左
衛
門
﹂
と
い
う
人
物
も
考
え
ら
れ
る（

（3
（

︒
こ
の
右
筆

が
筆
記
し
た
慶
長
十
四
年
七
月
二
十
五
日
付
﹁
ち
や
く
す
く
る
う
ん
へ
い
け
﹂

宛
朱
印
状（

（3
（

と
当
該
写
し
の
筆
跡
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
︑
い
く
つ
か
の
文
字
の
筆

跡
に
つ
い
て
は
似
て
い
る
が
︑
朱
印
状
の
筆
跡
の
全
体
的
な
印
象
と
し
て
は
︑

写
し
の
筆
跡
と
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
︒
筆
者
が
比
較
し
た
限

り
で
は
︑
当
時
︑
元
佶
の
外
交
事
務
の
補
佐
を
し
て
い
た
崇
伝
に
よ
る
筆
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
︒

　
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
家
康
と
の
謁
見
時
に
オ
ラ
ン
ダ
使
節
が
受
け
取
っ
た
返
書

の
原
本
と
写
し
の
う
ち
︑
原
本
は
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号

で
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
ら
れ
︑
写
し
の
一
通
は
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
に
よ
り
十
七

人
会
宛
に
別
の
帰
還
船
で
送
付
さ
れ
た
︒
そ
の
後
︑
十
七
人
会
に
届
い
た
写
し

の
一
通
が
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
流
出
し
︑
時
を
経
て
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ

ル
ッ
ク
の
所
蔵
と
な
り
︑
一
七
四
三
年
に
所
蔵
者
の
遺
贈
品
の
一
つ
と
し
て
ラ

イ
デ
ン
大
学
図
書
館
に
移
り
︑
同
図
書
館
に
保
管
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
経

緯
が
考
え
ら
れ
る
︒

第
二
節
　
家
康
書
状
本
文

家
康
書
状
本
文
の
翻
刻

　
家
康
書
状
本
文
に
つ
い
て
︑
以
下
に
お
い
て
そ
の
内
容
吟
味
に
入
る
が
︑
そ

の
前
に
︑
崇
伝
に
よ
る
控
及
び
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
写
し
の
翻
刻
を
掲

載
す
る
︒
翻
刻
に
あ
た
っ
て
︑
改
行
・
欠
字
は
原
文
に
従
っ
た
︒
旧
字
体
は
新

字
体
に
改
め
た
︒

︻
史
料
三
︼（
異
国
日
記
所
収
控（

（3
（

（

日
本
国
主
　
源
家
康
　
復
章

阿
蘭
陀
国
主
　
殿
下

遠
伝
︑　
信
書
披
而
見
之
︑
則
近
如
対
高
顔
︑
殊
投
贈
四
種
之

方
物
︑
歓
悦
有
余
抑
従
　
貴
邦
遣
異
域
兵
船
︑
大
将
裨
将
許
多

軍
衆
之
内
︑
到
着
本
邦
松
浦
津
︑
殊
与
陋
邦
可
有
和
睦
堅
盟
︑

予
所
希
也
︑
両
国
同
志
︑
則
縦
雖
隔
千
万
里
之
海
陸
︑
年
々
往
来
︑

何
有
異
哉
︑
於
陋
国
正
無
道
令
帰
有
道
也
︑
依
之
渡
海
商
客
安
居

必
矣
︑　
貴
邦
真
如
路
数
人
遣
置
本
邦
︑
可
被
立
館
舎
之
地
︑
着
船
之
湊
︑



18

任貴
国
意
分
与
之
︑
自
今
以
往
︑
弥
可
修
隣
交
者
也
︑
余
事
付
在
船
主
舌

頭
︑
惟
時
秋
天
︑
残
暑
尤
甚
而
已
︑
自
嗇
︑
不
備

　
慶
長
十
四
竜
集
己
酉
孟
秋
二
十
五
蓂

　
御
朱
印

︻
史
料
四
︼（
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
写
し
︑
九
頁
﹇
図
版
（
﹈
参
照
（

日
本
国
　
源
家
康
　
復
章

阿
蘭
陀
国
主
　
殿
下

遠
伝

信
書
披
而
見
之
︑
則
近
如
対
高
顔
︑
殊
投
贈
四
種
之

方
物
︑
歓
悦
有
余
抑
従

貴
邦
遣
異
域
兵
船
︑
大
将
許
多
軍
衆
之
内
︑
到

着
本
邦
松
浦
津
︑
与
陋
邦
可
有
和
穆
堅
盟
︑
予
所

希
也
︑
両
国
同
志
︑
則
縦
雖
隔
千
万
重
之
海
陸
︑
年
々

往
来
︑
何
有
異
哉
︑
陋
国
正
無
道
令
帰
有
道
也
︑
依

之
渡
海
商
客
安
居
必
矣
︑

貴
邦
真
如
路
数
人
被
遣
置
本
邦
︑
可
被
立
館
舎

地
︑
着
船
之
湊
︑
任

貴
国
意
分
与
之
︑
自
今
以
往
︑
弥
可
修
隣
交
者
也
︑
余

事
付
在
船
主
舌
頭
︑
惟
時
秋
天
︑
残
暑
尤
甚
而
已
︑
自

嗇
︑
不
備

　
　
　
　
慶
長
拾
四
龍
集
己
酉
孟
二
十
五
蓂

控
と
写
し
の
比
較

　
控
と
写
し
と
の
あ
い
だ
の
相
違
点
と
し
て
は
︑
ま
ず
︑
改
行
の
仕
方
が
異
な

る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
︒
崇
伝
の
控
の
方
で
は
︑
敬
意
表
現
は
一
字
空
け
た
欠

字
の
形
で
み
ら
れ
る
が
︑
改
行
を
意
図
的
に
は
お
こ
な
わ
ず
︑
紙
幅
を
最
小
限

に
使
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
後
に
自
分
が
参
照
す
る
覚
と
し
て
の
み

の
意
図
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
︑
元
佶
が
草
稿
か
ら
清
書
ま
で
担
当
し
た
返

書
の
内
容
を
書
き
取
る
こ
と
が
第
一
義
的
な
目
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒

一
方
︑
写
し
の
方
で
は
︑
敬
意
表
現
が
改
行
し
た
平
出
の
形
で
み
ら
れ
︑
結
果

的
に
行
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
︒
書
札
礼
に
お
け
る
敬
意
表
現
と
し
て
は
︑
平

出
の
方
が
欠
字
よ
り
も
敬
意
度
が
高
い
た
め
︑
オ
ラ
ン
ダ
側
に
渡
さ
れ
た
写
し

の
方
が
よ
り
敬
意
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
形
式
と
し
て
は
︑
こ
ち
ら

の
方
が
原
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
︒

　
そ
の
ほ
か
の
相
違
点
と
し
て
は
︑
控
に
み
ら
れ
る
﹁
裨
将
﹂
の
語
が
ラ
イ
デ

ン
大
学
図
書
館
所
蔵
写
し
に
は
な
い
こ
と（

（3
（

︑
写
し
の
﹁
被
遣
置
本
邦
﹂
の
部
分

に
は
控
に
な
い
﹁
被
﹂
が
一
字
分
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
︑
ま
た
︑
控
に
は
み

ら
れ
る
が
︑
写
し
の
方
に
は
な
い
文
字
が
五
文
字
分
（﹁
日
本
国
主
﹂
の
部
分
の

﹁
主
﹂︑﹁
殊
与
陋
邦
﹂
の
部
分
の
﹁
殊
﹂︑﹁
於
陋
国
﹂
の
部
分
の
﹁
於
﹂︑﹁
館
舎
之
地
﹂

の
部
分
の
﹁
之
﹂︑﹁
孟
秋
﹂
の
部
分
の
﹁
秋
﹂（
あ
る
こ
と
︑
異
体
字
の
使
い
分
け
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が
日
付
部
分
の
二
つ
の
漢
字
に
つ
い
て
（﹁
十
﹂
と
﹁
拾
﹂︑﹁
竜
﹂
と
﹁
龍
﹂（
み

ら
れ
る
こ
と
︑﹁
和
睦
﹂
と
﹁
和
穆
﹂︑﹁
千
万
里
﹂
と
﹁
千
万
重
﹂
の
部
分
に
お

い
て
文
字
の
置
き
換
え
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

　
共
通
点
と
し
て
は
︑
両
者
と
も
に
敬
意
表
現
が
み
ら
れ
︑﹁
日
本
国
主
源
家

康
﹂
か
ら
﹁
阿
蘭
陀
国
主
﹂
へ
の
﹁
復
章
﹂
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
内

容
に
関
し
て
は
︑
上
記
で
指
摘
し
た
通
り
︑
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
に
す

ぎ
ず
︑
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
伝
え
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
︑
オ
ラ
ン
ダ
船

が
松
浦
津
へ
到
着
し
た
こ
と
︑
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
書
状
と
贈
物
を
受
領
し
た
こ
と
︑

毎
年
の
オ
ラ
ン
ダ
商
船
の
来
航
を
歓
迎
す
る
こ
と
︑
日
本
に
オ
ラ
ン
ダ
の
商
人

数
人
を
配
置
す
る
た
め
の
商
館
を
建
設
す
る
場
所
と
着
船
す
る
湊
の
随
意
選
択

を
認
め
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

イ
ギ
リ
ス
国
王
か
ら
の
書
状
と
の
比
較

　
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
船
が
日
本
に
初
来
航
し
た
四
年
後
の
一
六
一
三

年
に
イ
ギ
リ
ス
船
が
日
本
に
初
来
航
し
た
際
に
も
︑
イ
ギ
リ
ス
国
王
ジ
ェ
ー
ム

ス
一
世
（Jam

es I, （（（（ –（（（（

（
の
書
状
が
家
康
に
も
た
ら
さ
れ
︑
そ
れ
に
対
す

る
家
康
か
ら
の
返
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
慶
長
十
四
年
付
﹁
阿

蘭
陀
国
主
﹂
宛
家
康
書
状
の
位
置
付
け
を
よ
り
明
確
化
さ
せ
る
た
め
に
︑﹁
異
国

日
記
﹂
に
み
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
国
王
書
状
到
来
に
つ
い
て
の
記
述
を
紹
介
し
つ

つ
︑
家
康
へ
の
書
状
奉
呈
と
そ
の
返
書
受
領
を
め
ぐ
る
両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

を
比
較
検
討
す
る
︒

　
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
船
団
の
総
司
令
官
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
（John 

Saris, ca.（（（（ –（（（（

（
は
ク
ロ
ー
ブ
号
ほ
か
二
隻
を
率
い
て
一
六
一
一
年
に
イ
ギ

リ
ス
を
出
航
し
た
︒
一
六
一
二
年
に
バ
ン
タ
ム
に
到
着
後
︑
ク
ロ
ー
ブ
号
以
外

の
ほ
か
の
二
隻
を
イ
ギ
リ
ス
へ
送
り
返
し
た
う
え
で
︑
与
え
ら
れ
て
い
た
指
令

に
従
っ
て
︑
当
時
家
康
の
外
交
面
で
の
助
言
役
を
担
っ
て
い
た
リ
ー
フ
デ
号
の

元
舵
手
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
（W

illiam
 Adam

s, （（（（ –（（（1

（
の
い
る
日
本

に
向
か
い
︑
一
六
一
三
年
六
月
二
十
一
日
に
平
戸
に
到
着
し
て
い
る（

（3
（

︒
セ
ー
リ

ス
は
ア
ダ
ム
ス
の
協
力
を
得
て
︑
九
月
十
八
日
に
駿
府
で
家
康
に
謁
見
し
︑
イ

ギ
リ
ス
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ス
一
世
か
ら
の
書
状
と
贈
物
を
家
康
に
渡
し
た（

（3
（

︒

　
一
六
〇
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
来
航
し
た
際
に
も
こ
れ
と
同
様
の
動
き
が
み

ら
れ
た
︒
オ
ラ
ン
ダ
使
節
は
家
康
に
謁
見
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
︑
ア
ダ
ム

ス
と
同
じ
く
リ
ー
フ
デ
号
の
元
乗
組
員
で
日
本
に
居
住
し
て
い
た
フ
ァ
ン
・
サ

ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
を
通
訳
と
し
て
同
行
さ
せ
て
い
る
︒

　
崇
伝
は
﹁
異
国
日
記
﹂
に
お
い
て
︑
イ
ギ
リ
ス
国
王
か
ら
の
書
状
の
料
紙
に

つ
い
て
︑
幅
二
尺
︑
縦
一
尺
五
寸
の
大
き
さ
で
︑
三
方
の
縁
に
絵
の
装
飾
が
あ

る
﹁
蠟
紙
﹂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
書
き
記
し
た
う
え
で
︑﹁
南
蛮
字
﹂
で
書
か

れ
て
い
た
書
状
の
文
言
を
ア
ダ
ム
ス
に
訳
さ
せ
た
和
文
を
掲
載
し
て
い
る（

（4
（

︒

　
崇
伝
は
上
記
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
国
王
か
ら
の
書
状
の
料
紙
に
つ
い
て
詳
細

に
記
述
し
て
い
る
が
︑
一
六
〇
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
使
節
が
マ
ウ
リ
ッ
ツ
書
状
を

家
康
に
も
た
ら
し
た
際
の
記
事
に
お
い
て
は
︑
そ
の
料
紙
に
つ
い
て
は
言
及
し

て
い
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
イ
ギ
リ
ス
国
王
か
ら
の
書
状
を
ア
ダ
ム
ス
が
翻
訳
し
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た
と
い
う
記
述
か
ら
は
︑
一
六
〇
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
使
節
が
家
康
に
渡
し
た
マ

ウ
リ
ッ
ツ
か
ら
の
書
状
の
和
訳
や
そ
れ
に
対
す
る
家
康
返
書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
へ

の
翻
訳
を
お
こ
な
う
過
程
に
お
い
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
側
の
通
訳
と
し
て
同
行
し
た

フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
が
関
与
し
た
可
能
性
が
想
起
さ
れ
る
︒

　
イ
ギ
リ
ス
国
王
か
ら
の
書
状
の
原
本
は
現
存
し
て
い
な
い
が
︑
イ
ギ
リ
ス
東

イ
ン
ド
会
社
書
翰
案
に
案
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

（4
（

︒
そ
の
案
文
に
み
ら

れ
る
内
容
は
︑
イ
ギ
リ
ス
国
王
が
日
本
の
皇
帝
に
対
し
て
︑
自
国
民
が
親
善
友

好
と
貿
易
の
た
め
に
日
本
へ
航
海
す
る
際
に
︑
商
業
の
安
全
と
自
由
と
と
も
に

商
館
設
立
の
保
護
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
︒

　
こ
の
イ
ギ
リ
ス
国
王
か
ら
の
書
状
に
対
す
る
家
康
の
返
書
に
は
︑
イ
ギ
リ
ス

側
の
要
求
に
答
え
て
通
商
を
許
可
す
る
と
い
う
内
容
の
ほ
か
は
︑
贈
物
に
対
す

る
謝
意
な
ど
の
儀
礼
的
な
文
言
し
か
な
く
︑
オ
ラ
ン
ダ
国
主
へ
の
返
書
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
具
体
的
な
内
容
は
含
ま
れ
て
い
な
い（

（4
（

︒
た
だ
し
︑
こ
の
時
︑
返
書

に
加
え
て
︑
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
出
さ
れ
た
朱
印
状
に
は
︑
一
つ
書
き
の
法
度

書
の
形
で
︑
イ
ギ
リ
ス
の
請
願
に
応
じ
た
形
で
自
由
貿
易
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
日

本
国
内
で
の
処
遇
に
関
し
て
認
め
ら
れ
た
権
利
が
七
項
目
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ

て
い
る（

（4
（

︒
同
様
の
法
度
書
を
家
康
は
一
六
一
一
年
に
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に

渡
し
た
が
︑
そ
の
原
本
は
現
存
し
て
い
な
い
︒

第
三
節
　
日
本
側
の
認
識
と
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
伝
え
ら
れ
た
内
容
の
推
測

　
本
節
で
は
︑
慶
長
十
四
年
付
家
康
書
状
に
記
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
︑
書
状

作
成
に
あ
た
っ
て
の
日
本
側
の
認
識
を
考
察
す
る
と
と
も
に
︑
同
書
状
に
対
応

す
る
マ
ウ
リ
ッ
ツ
往
信
の
内
容
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
使
節
の
伝
え
た
内
容
の
推

測
を
試
み
る
︒
マ
ウ
リ
ッ
ツ
往
信
に
つ
い
て
は
︑
原
本
や
写
し
︑
控
え
が
現
存

し
て
お
ら
ず（

（4
（

︑
本
章
第
一
節
で
既
述
の
通
り
︑
崇
伝
が
﹁
異
国
日
記
﹂
に
書
き

残
し
た
﹁
以
来
船
ヲ
渡
可
申
候
間
︑
湊
ヲ
モ
被
下
︑
往
来
仕
候
様
ニ
ト
ノ
義
ニ

候
﹂
と
の
内
容
の
要
点
の
み
が
伝
わ
る
︒

　
な
お
︑
同
書
状
の
控
と
写
し
の
内
容
に
大
き
な
相
違
が
な
か
っ
た
と
い
う
前

述
に
お
け
る
確
認
を
踏
ま
え
︑
こ
こ
で
は
写
し
の
記
述
を
参
照
し
て
い
る
︒

　
ま
ず
︑﹁
貴
邦
遣
異
域
兵
船
︑
大
将
許
多
軍
衆
之
内
︑
到
着
本
邦
松
浦
津
﹂
の

記
述
部
分
か
ら
は
︑
日
本
の
松
浦
津
︑
す
な
わ
ち
平
戸
へ
来
航
し
た
オ
ラ
ン
ダ

船
が
︑
多
数
の
﹁
軍
衆
﹂
と
と
も
に
﹁
異
域
﹂
に
派
遣
さ
れ
た
﹁
大
将
﹂
の
率

い
る
﹁
兵
船
﹂
に
所
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
幕
府
側
に
あ
っ
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
︒
提
督
の
指
揮
下
で
多
数
の
人
員
を
乗
せ
た
艦
隊
を
海
外
に

派
遣
し
て
い
る
こ
と
が
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
家
康
に
伝
え
ら
れ
︑
そ
の
情
報
を
受

け
て
︑
返
書
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
言
及
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

　
ま
た
︑﹁
与
陋
邦
可
有
和
穆
堅
盟
﹂
の
部
分
か
ら
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
書
状
に
和
親
同
盟
を
促
す
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
︒
オ
ラ
ン
ダ
が
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
戦
っ
て
き
た
状
況
や
︑
ス
ペ

イ
ン
と
の
停
戦
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
最
新
事
情
を
使
節
が
家
康

に
伝
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
︑
そ
の
戦
況
を
め
ぐ
る
報
告
を
受
け
て
︑
和
親

友
好
を
約
束
す
る
こ
と
に
言
及
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
こ
の
部
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分
は
︑
後
述
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
文
の
﹁
我
々
の
友
好
を
維
持
し
︑
増
大
さ
せ

る
﹂
の
部
分
に
対
応
し
て
い
る
︒

　﹁
年
々
往
来
︑
何
有
異
哉
﹂
の
部
分
か
ら
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
船
の
毎
年
の
来
航
許

可
が
要
請
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
︑﹁
渡
海
商
客
安
居
必
矣
﹂
の
部
分
は
︑

オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
の
通
商
交
易
の
た
め
の
来
航
許
可
請
願
に
対
す
る
家
康
の
好

意
的
な
対
応
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒

　﹁
貴
邦
真
如
路（

（4
（

数
人
被
遣
置
本
邦
︑
可
被
立
館
舎
地
︑
着
船
之
湊
︑
任
貴
国
意

分
与
之
﹂
の
部
分
で
は
︑
日
本
に
お
け
る
商
務
員
の
配
置
を
認
め
︑
商
館
設
置

場
所
と
着
船
湊
の
選
択
を
オ
ラ
ン
ダ
側
に
一
任
す
る
と
い
う
︑
オ
ラ
ン
ダ
側
に

と
っ
て
望
ま
し
い
好
条
件
の
内
容
が
提
示
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
記
述
か
ら
は
︑

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る
通
商
交
易
活
動
開
始
を
歓
迎
す
る
家
康
の

積
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
︒
お
そ
ら
く
︑
こ
の
三
点
は
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら

の
要
望
を
聞
き
入
れ
る
形
で
書
状
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
君
主

間
の
書
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
こ
の
部
分
に
は
通
商
条
件
に
関
し
て
具
体
的
か

つ
実
務
的
な
内
容
が
み
ら
れ
る
︒
商
館
設
置
の
許
可
や
着
船
地
の
選
択
の
自
由

を
現
地
の
君
主
や
有
力
者
か
ら
得
る
こ
と
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
事

業
方
針
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
こ
の
時
期
︑
同
会
社
は
各
地
に
商
館
を

設
置
し
︑
商
務
員
を
駐
在
さ
せ
︑
商
館
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
た
︒

　
ま
た
︑﹁
自
今
以
往
︑
弥
可
修
隣
交
者
也
﹂
の
部
分
は
︑
家
康
の
志
向
し
た
善

隣
友
好
外
交
が
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
が
︑
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の

友
好
関
係
を
結
ぶ
要
請
に
答
え
た
も
の
で
も
あ
っ
た
︒
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
同

盟
・
友
好
・
通
商
関
係
を
求
め
る
要
請
に
つ
い
て
は
︑
一
六
〇
九
年
に
オ
ラ
ン

ダ
船
が
日
本
に
向
か
う
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
十
七
人
会
か
ら
ア
ジ
ア
に
い
る

艦
隊
へ
の
一
六
〇
八
年
四
月
十
一
日
付
指
示
書
に
そ
の
根
拠
が
見
出
さ
れ
る
︒

同
指
示
書
に
は
︑
ス
ペ
イ
ン
と
の
停
戦
協
定
の
締
結
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
︑
そ
れ
に
伴
っ
て
︑
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
に
先
ん
じ
て
ア
ジ
ア
各

国
の
君
主
と
同
盟
友
好
条
約
を
結
び
勢
力
範
囲
を
拡
大
す
る
よ
う
に
と
の
内
容

が
記
さ
れ
て
い
た（

（4
（

︒
ま
た
︑
こ
の
指
示
書
に
は
︑
現
地
で
各
王
侯
と
条
約
及
び

同
盟
を
締
結
す
る
た
め
の
根
拠
や
方
針
を
記
し
た
覚
も
同
封
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る（

（4
（

︒
こ
の
指
示
書
を
受
け
て
日
本
へ
向
か
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
船
の
使
節
は
︑
指

示
書
通
り
の
内
容
を
幕
府
側
に
請
願
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
結
果
と
し
て
︑
使

節
は
そ
の
請
願
に
沿
っ
た
内
容
で
家
康
か
ら
返
書
及
び
来
航
通
商
許
可
の
朱
印

状
を
得
た
︒

　
十
七
人
会
か
ら
届
い
た
一
六
〇
八
年
四
月
十
一
日
付
指
示
書
と
家
康
書
状
の

双
方
の
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
︑
家
康
書
状
作
成
時
に
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら

家
康
に
伝
え
ら
れ
た
内
容
に
は
︑
ス
ペ
イ
ン
と
の
停
戦
協
定
締
結
に
伴
う
友
好

同
盟
の
提
案
︑
ま
た
︑
通
商
交
易
開
始
に
あ
た
っ
て
の
商
務
員
配
置
許
可
及
び

商
館
設
立
場
所
と
着
岸
湊
の
選
択
に
関
す
る
請
願
と
い
っ
た
事
項
が
含
ま
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

　
な
お
︑
前
述
の
通
り
︑
家
康
書
状
に
は
オ
ラ
ン
ダ
が
派
遣
し
て
い
る
艦
隊
へ

の
言
及
も
み
ら
れ
た
が
︑
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
家
康
に
伝
え
ら
れ
た
内
容
に
は
︑
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停
戦
協
定
に
先
立
つ
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
に
関
す
る
説
明
も
含
ま

れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︒
あ
る
い
は
︑
パ
タ
ニ
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ヴ
ィ
ク

ト
ル
・
ス
プ
リ
ン
ケ
ル
（V

ictor Sprinckel, n.d.

（
が
一
六
〇
八
年
二
月
に
家
康

宛
に
記
し
た
書
状
に
お
い
て
︑
一
六
〇
六
年
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
艦
隊
に
よ
る

マ
ラ
ッ
カ
で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
壮
絶
な
戦
闘
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明

し
て
い
る（

（4
（

こ
と
か
ら
︑
こ
の
書
状
が
家
康
の
も
と
に
届
い
て
い
た
と
す
れ
ば
︑

こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
幕
府
側
が
︑
海
上
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
勢
と
武

威
に
触
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る（

（4
（

︒

第
三
章
　
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
受
容

第
一
節
　
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
文

　
慶
長
十
四
年
付
家
康
書
状
原
本
は
︑
前
述
の
通
り
︑
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ

ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
ら
れ
た
︒
こ
の
書
状
の
当
時

の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
存
在
す
る
︒
誰
が
翻
訳
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る（

（5
（

が
︑
村

上
直
次
郎
氏
は
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵
関
連
文
書
中
に
あ
る
﹁
オ
ラ
ン
ダ
語

訳
文
と
称
す
る
も
の
﹂
を
翻
刻
・
掲
載
し
て
い
る（

（5
（

︒
同
氏
が
翻
刻
し
た
史
料
は

現
存
し
て
い
な
い
が
︑
こ
の
訳
文
に
つ
い
て
同
氏
は
︑
元
の
日
本
語
原
文
に
比

べ
て
修
飾
が
多
く
︑
年
月
日
も
欠
け
て
い
る
が
︑
当
時
の
訳
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

︒

　
一
方
︑
オ
ラ
ン
ダ
商
人
団
体
の
在
ロ
ン
ド
ン
領
事
と
し
て
の
仕
事
に
従
事
し
︑

歴
史
書
執
筆
の
た
め
に
同
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
の
情
報
も
収
集
し
て
い
た
フ
ァ

ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
の
著
書
﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
隣
邦
の
歴
史
﹄
に
も
家

康
書
状
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（5
（

︒
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
は
︑
同

書
中
︑
一
六
一
〇
年
六
月
と
七
月
に
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
還
し
た
船
に
つ
い
て
記
述

し
て
い
る
箇
所
の
最
後
の
部
分
で
︑
七
月
二
十
一
日
に
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・

メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
が
帰
航
し
︑
日
本
か
ら
の
書
状
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
段
落
の
直
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
次
に
掲
げ
る
︻
史
料

五
︼
は
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
同
書
記
載
の
前
段
階
部
分
の
引
用
で
あ
る
︒
ま

た
︑︻
史
料
六
︼
は
同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
家
康
書
状
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
で
あ

る
︒
な
お
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
拙
訳
を
付
し
た
︒

︻
史
料
五
︼（
家
康
書
状
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
の
前
段
落
部
分（

（5
（

（

（
原
文
翻
刻
（

In Tessel arriveerde m
ede een Schip w

t Japan ghenaem
t den R

ooden 

Leeu m
et de pijlen den （（  Julius die m

ede brochten volck ende brieven 

van den opper-H
eere K

eyser Vorst ofte Prince vant Lant so hy hem
 

intituleerde na de sprake van dien Lande desen brief w
as een antw

oorde 

op de brieven van recom
m

andatie oft addresse die m
ede de C

om
m

isen 

van w
eghen Pr. M

aurits de Staten na O
ost-Indien m

ede gheeft desen 

brief w
as van inhout in duyts overgheset als volcht.
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（
和
訳
（

テ
セ
ル
に
日
本
か
ら
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
と
い
う

名
の
ス
ヒ
ッ
プ
船
も
七
月
二
十
一
日
に
到
着
し
た
︒
同
船
は
︑
そ
の
国
の

元
首
︑
皇
帝
︑
領
主
︑
あ
る
い
は
大
公
︑
そ
の
よ
う
に
そ
の
国
の
言
葉
に

従
っ
て
自
分
を
名
乗
っ
て
い
る
人
物
の
人
員
と
書
状
を
運
ん
で
き
た
︒
こ

の
書
状
は
︑
マ
ウ
リ
ッ
ツ
公
を
代
表
す
る
使
節
に
ス
タ
ー
テ
ン
・︹
ヘ
ネ

ラ
ー
ル
︺
が
東
イ
ン
ド
へ
向
け
て
持
た
せ
た
︑
推
薦
あ
る
い
は
紹
介
の
書

状
に
対
す
る
返
答
で
あ
っ
た
︒
こ
の
書
状
の
内
容
は
次
の
通
り
に
オ
ラ
ン

ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
︒

　
こ
の
部
分
に
続
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
家
康
書
状
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
文
は
次

の
通
り
で
あ
る
︒

︻
史
料
六
︼（
家
康
書
状
部
分（

（5
（

（

（
原
文
翻
刻
（

　Ick Prince ofte over-Vorst van Japan w
ensche den Vorst van H

ollant 

die m
y w

t soo verre Landen doet besoecken m
ijne groete.

　Ick verblijde m
y seer m

et schrijven ende aenbieden tot m
yw

aerts 

uw
en w

ensch dat onse Landen m
alcanderen naerder w

aren op dat w
y nu 

onse begonne vrientschappe m
ochten onderhouden ende verm

eerderen 

door uw
e H

oocheyts presentie die ick im
aginere innerlijck te sien 

nadem
ale ick uw

e H
oocheyt onbekent ben ende uw

e affectie tot 

m
yw

aerts blijckt by uw
e liberaelheyt m

y vereerende m
et vier giften die 

m
y onnoodich w

aren doch om
 uw

es N
aem

s w
ille ontfanghe ick die m

et 

grooter w
eerden ende houde die in grooter achtbaerheyt.

　Te m
eer siende de H

ollantsche N
atie uw

e H
oocheyts ondersaten m

et 

hare schepen in m
ijn Lant 

（dw
elck ghering ende cleyn is

（ soecken te 

handelen ende m
et m

ijne ondersaten te trafficqueren ende negotieren 

dan w
ensche dat sy ontrent m

ijne residentie ghearriveert ofte ghehavent 

w
aren om

 haer persoonlijck behulpelijck ende voorderlijck te w
esen dat 

w
elcke nu om

 de ongheleghentheydt des Lants niet can gheschieden. Ick 

sal daerom
m

e niet nalaten ghelijck alreede gheschiet is goede sorghe voor 

haer te draghen ende alle G
ouverneurs ende m

ijne ondersaten te belasten 

de selve alom
m

e ende in w
at havenen sy com

en haer alle faveur ende 

vrientschappe doen gheschieden soo aen hare persoonen als Schepen 

ende C
om

enschappen soo dat uw
e H

oocheydt oft sijne ondersaten ter 

contrarien niet hebben te sorghen w
ant sy vry m

ogen com
en als oft sy in 

uw
e H

oocheyts oft eyghen Lant quam
en daer contunieren ende op m

ijn 

Lant negotieren ende onse begonnen vrientschap ende verbontenissen 

van tusschen m
y ende m

ijne ondersaten van m
ijnen w

eghe niet 

verm
indert m

aer verm
eerdert w

orden.

　Ick ben ten deele beschaem
t uw

er H
oocheydts w

iens nam
e ende fam

e 
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door sijne m
anlijcke daden door de gheheele w

ereldt verm
aert is dat by 

uw
e ondersaten van soo verre Landen in sulcken onbequaem

 Lant alst 

m
ijne is m

y doet versoecken ende som
m

ighe vrientschappen presenteren 

tw
elck ick niet en m

eritere dies ick considerende tselve door goede 

affectie m
oet gheschieden hebbe niet connen nalaten uw

er H
oocheyts 

ondersaten vriendelijck te ontfanghen ende haer versoeck te consenteren 

w
aer toe desen tot een ghetuyghenisse sal dienen datse in alle plaetsen 

Landen ende eylanden onder m
ijn ghebiet gheleghen m

oghen handelen 

trafiqueren H
uysen bouw

en tot haren handel ende C
om

enschappe nut 

ende dienstelijck daer sy onverhindert sullen m
oghen handelen na haer 

belieften so w
el nu als in toecom

ende tijden sonder dat haer yem
ant sal 

hinderlijck w
esen ende ick salse bescherm

en ende voorstaen als m
ijn 

eygen ondersaten belove m
ede de persoonen die ick versta dat alhier 

sullen ghelaten w
orden nu ende altijt voor gherecom

m
andeert te houden 

ende in alles haer te favoriseren w
aer by m

en sal bevinden dat w
y als 

goede vrienden ende ghebueren zijn: D
e voorder onderhandelinghe m

et 

uw
er H

oocheydts dienaers ghehadt hier te langher te verhaelen ben ick 

m
y aen haerlieden referende.

（
和
訳
（

　
私
︑
日
本
の
大
公
す
な
わ
ち
君
主（

（5
（

は
︑
か
く
も
遠
い
国
々
か
ら
私
に
使

者
を
送
っ
て
く
れ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
の
君
主
に
私
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
︒

　
我
々
の
国
々
が
互
い
に
よ
り
近
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
と
の
貴
殿
の

願
い
を
記
し
た
私
に
対
す
る
書
状
及
び
提
示
に
私
は
非
常
に
喜
ん
で
い
る
︒

そ
れ
は
︑
我
々
が
現
在
︑
始
ま
っ
た
我
々
の
友
好
を
維
持
し
︑
増
大
さ
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
陛
下
の
存
在
に
よ
る
も
の
で
あ

る
︒
そ
れ
を
私
は
心
の
中
で
見
る
こ
と
を
想
像
し
て
い
る
︒
な
ぜ
な
ら
私

は
陛
下
の
こ
と
を
存
じ
上
げ
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
私
に
対
す
る

貴
殿
の
愛
情
は
︑
私
に
四
つ
の
贈
物
を
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
貴
殿

の
寛
大
さ
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
︒
そ
れ
ら
は
私
に
と
っ
て
は
必
要
で
は

な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
貴
殿
の
名
声
の
た
め
に
︑
私
は
そ
れ
ら
を
高
い
価

値
の
あ
る
も
の
と
し
て
拝
領
し
︑
そ
れ
ら
を
大
い
に
尊
重
し
て
い
る
︒

　
そ
の
上
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
︑
つ
ま
り
陛
下
の
臣
下
た
ち
が
彼
ら
の
船
で
私

の
国
（
そ
れ
は
わ
ず
か
ば
か
り
で
小
さ
な
も
の
で
あ
る
が
︑（
に
お
い
て
貿
易

し
︑
私
の
臣
下
た
ち
と
通
交
し
︑
交
易
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
の
で
︑
私
自
身
が
彼
ら
を
手
助
け
し
︑
有
利
な
立
場
を
与
え
る
た
め

に
︑
彼
ら
が
私
の
居
所
の
周
辺
に
到
着
あ
る
い
は
停
泊
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
う
︒
と
は
い
え
︑
そ
れ
は
不
便
な
土
地
の
た
め
今
は
実
現
で
き
な
い
︒

し
た
が
っ
て
︑
す
で
に
実
現
さ
れ
た
通
り
に
︑
彼
ら
に
十
分
な
保
護
を
与

え
る
こ
と
︑
そ
し
て
︑
あ
ら
ゆ
る
場
所
及
び
彼
ら
が
到
着
す
る
ど
の
港
に

お
い
て
も
︑
あ
ら
ゆ
る
厚
遇
と
友
好
を
彼
ら
に
︑
人
員
に
対
し
て
も
︑
ま

た
船
及
び
商
品
に
対
し
て
も
︑
示
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
て
の
奉
行
及
び
私
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の
臣
下
た
ち
に
命
じ
る
こ
と
を
私
は
怠
ら
な
い
つ
も
り
で
あ
る
︒
そ
れ
ゆ

え
︑
陛
下
あ
る
い
は
そ
の
臣
下
た
ち
は
そ
の
逆
を
心
配
す
る
必
要
は
な
い
︒

な
ぜ
な
ら
︑
彼
ら
が
陛
下
あ
る
い
は
自
分
の
国
に
来
航
す
る
か
の
よ
う
に
︑

彼
ら
は
自
由
に
来
航
し
︑
そ
こ
に
居
留
ま
り 

︑
そ
し
て
私
の
国
で
交
易
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
我
々
の
始
ま
っ
た
友
好
と
絆

は
︑
私
と
私
の
臣
下
た
ち
と
の
あ
い
だ
で
は
︑
私
の
方
か
ら
減
じ
る
こ
と

は
な
く
︑
増
大
す
る
の
み
で
あ
る
︒

　
武
人
と
し
て
の
貴
殿
の
偉
業
に
よ
り
そ
の
名
声
及
び
評
判
が
世
界
中
に

知
れ
渡
っ
て
い
る
陛
下
が
︑
か
く
も
遠
い
国
々
か
ら
貴
殿
の
臣
下
た
ち
を

私
の
国
の
よ
う
に
取
る
に
足
ら
な
い
国
に
お
い
て
私
に
遣
わ
し
︑
な
ん
ら

か
の
友
情
を
示
さ
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
私
は
恐
れ
入
る
と
こ
ろ
が
あ
る
︒

そ
れ
は
私
に
は
身
に
余
る
こ
と
で
あ
る
︒
私
は
そ
れ
が
親
愛
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
︑
陛
下
の
臣
下
た
ち
を
友

好
的
に
受
け
入
れ
︑
彼
ら
の
要
請
を
承
諾
す
る
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
に
本
状
は
︑
彼
ら
が
私
の
領
地
に
位

置
す
る
す
べ
て
の
場
所
︑
国
々
及
び
島
々
に
お
い
て
貿
易
を
お
こ
な
い
︑

通
交
し
︑
彼
ら
の
貿
易
と
商
品
の
た
め
に
有
用
で
役
立
つ
館
を
建
造
し
て

よ
い
と
い
う
証
拠
と
し
て
資
す
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
こ
で
は
彼
ら
は
今
現

在
も
将
来
も
誰
か
が
彼
ら
を
邪
魔
す
る
こ
と
な
く
︑
彼
ら
の
信
念
に
従
っ

て
妨
げ
ら
れ
ず
に
貿
易
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
し
て
︑
私
は
私

自
身
の
臣
下
の
よ
う
に
彼
ら
を
保
護
し
︑
擁
護
す
る
︒
ま
た
︑
当
地
に
残

さ
れ
る
と
私
が
聞
い
て
い
る
人
員
た
ち
を
自
今
以
後
︑
推
薦
さ
れ
た
者
と

し
て
扱
い
︑
す
べ
て
に
お
い
て
彼
ら
を
厚
遇
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
︒
そ

こ
か
ら
我
々
が
良
き
友
人
で
あ
り
︑
隣
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
︒
陛
下
の
従
者
た
ち
と
お
こ
な
っ
た
そ
の
ほ
か
の
交
渉
に
つ
い
て

は
︑
本
状
で
語
る
に
は
あ
ま
り
に
も
長
く
な
る
の
で
︑
彼
ら
か
ら
伝
え
聞

い
て
く
だ
さ
い
︒

第
二
節
　
内
容
比
較
か
ら
み
る
受
容
認
識

オ
ラ
ン
ダ
語
訳
間
の
比
較

　
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
掲
載
版
と
村
上
掲
載
版
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳

文
を
比
較
す
る
と
︑
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
使
用
語
句
の
相
違
が
み
ら
れ
る
︒
最
も

顕
著
な
違
い
は
︑
冒
頭
部
分
の
原
文
﹁
日
本
国
源
家
康
﹂
に
あ
た
る
箇
所
に
み

ら
れ
る
︒
村
上
掲
載
版
で
はIck K

eijser ende C
oninck van Japan

（
私
︑
日
本

の
皇
帝
及
び
国
王
（
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
掲

載
版
訳
で
はIck Prince ofte over-Vorst van Japan

（
私
︑
日
本
の
大
公
す
な
わ
ち

君
主
（
と
訳
さ
れ
て
い
る
︒
日
本
の
君
主
の
呼
び
方
に
つ
い
て
︑
フ
ァ
ン
・

メ
ー
テ
レ
ン
掲
載
版
訳
に
お
け
るPrince

か
ら
始
ま
る
表
現
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
総

督
マ
ウ
リ
ッ
ツ
公
の
称
号Prins van O

ranje

（
オ
ラ
ニ
エ
公（

（5
（

（
を
基
準
と
し
て
そ

の
地
位
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
説
明
的
な
訳
出
に
な
っ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
日

本
と
い
う
国
の
君
主
を
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の
事
実
上
の
君
主
マ
ウ
リ
ッ
ツ
と
同

等
の
地
位
の
人
物
で
あ
る
と
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
認
識
が
表
わ
れ
て
い
る
︒
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フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
掲
載
版
訳
で
は
︑
家
康
の
称
号
を
訳
出
す
る
に
あ
た
っ

て
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
の
著
書
の
読
者
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
双

方
の
称
号
が
対
等
で
あ
る
と
の
認
識
が
も
た
れ
や
す
い
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
を
基

準
と
し
た
表
現
に
改
変
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
ま
た
︑over-

Vorst

（
君
主
（
と
い
う
表
現
か
ら
は
︑
各
領
主
の
上
に
立
つ
存
在
と
の
認
識
が

も
た
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
︒

　
な
お
︑
原
文
の
﹁
阿
蘭
陀
国
主
﹂
に
対
す
る
訳
語
に
用
い
ら
れ
て
い
るVorst 

van H
ollant

は
原
語
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
逐
語
的
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
︒
マ
ウ
リ
ッ
ツ
は
オ
ラ
ン
ダ
各
都
市
に
対
し
て
はstadhouder

（﹁
総
督
﹂
と
訳
さ
れ
る
（
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑Vorst van H

olland

は
オ
ラ
ン
ダ
国
内
的
に
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
務
員
も
通
常sijnne princelycke Ex

cie

と
表
現
し

て
い
る
︒

　︻
史
料
五
︼
に
引
用
し
た
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
掲
載
版
訳
文
の
説
明
に
は
︑

﹁
そ
の
国
の
元
首
︑
皇
帝
︑
領
主
︑
あ
る
い
は
大
公
︑
そ
の
よ
う
に
彼
は
そ
の
国

の
言
葉
に
従
っ
て
自
分
を
名
乗
っ
て
い
る
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑

君
主
ま
た
は
そ
の
類
似
の
存
在
に
相
当
す
る
様
々
な
称
号
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

が
︑
ど
の
称
号
が
適
切
な
の
か
に
は
言
及
さ
れ
ず
︑
そ
の
国
の
言
語
に
従
っ
た

用
語
で
名
乗
ら
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
は
︑

日
本
の
君
主
の
称
号
に
対
し
て
使
用
す
る
用
語
が
オ
ラ
ン
ダ
で
は
こ
の
時
期
に

ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る（

（5
（

︒

　
な
お
︑
そ
の
ほ
か
の
語
句
の
相
違
は
少
し
語
句
を
置
き
換
え
て
い
る
程
度
で

あ
り
︑
二
種
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
い
え
る（

（5
（

︒

オ
ラ
ン
ダ
語
訳
と
原
文
と
の
比
較

　
次
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
と
元
の
原
文
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
︒
村
上
氏
が

指
摘
し
た
通
り
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
は
︑
漢
文
調
で
簡
潔
に
記
さ
れ
た
原
文
に
比

べ
て
冗
長
で
は
あ
る
が
︑
全
体
と
し
て
︑
原
文
に
お
け
る
﹁
信
書
﹂
と
﹁
四
種

之
方
物
﹂
に
対
す
る
謝
意
や
︑
オ
ラ
ン
ダ
の
武
威
へ
の
言
及
︑﹁
陋
邦
﹂︑﹁
陋

国
﹂
と
い
う
原
文
の
謙
遜
表
現
な
ど
の
各
要
素
を
盛
り
込
み
つ
つ
︑
重
要
な
点

が
余
さ
ず
訳
さ
れ
て
い
る
︒

　
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
側
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
点
と
い
え
る
︑
商
船
来

航
許
可
︑
自
由
貿
易
︑
来
航
船
と
そ
の
商
品
に
対
す
る
友
好
と
厚
遇
︑
日
本
に

配
置
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
保
護
︑
商
館
建
設
の
許
可
と
来
航
時
着
船
湊
の
随
意

選
択
に
つ
い
て
は
︑
原
文
よ
り
も
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
の
方
が
よ
り
詳
細
に
記
さ
れ

て
い
る（

（6
（

︒
た
と
え
ば
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
に
あ
る
﹁
あ
ら
ゆ
る
厚
遇
と
友
好
を
彼

ら
に
︑
人
員
に
対
し
て
も
︑
ま
た
船
及
び
商
品
に
対
し
て
も
︑
示
さ
せ
る
よ
う

に
す
べ
て
の
奉
行
及
び
私
の
臣
下
た
ち
に
命
じ
る
こ
と
を
私
は
怠
ら
な
い
つ
も

り
で
あ
る
﹂
に
相
当
す
る
箇
所
を
原
文
に
探
す
と
す
れ
ば
︑﹁
渡
海
商
客
安
居
必

矣
﹂
の
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
︑
原
文
で
は
︑
渡
航
す
る
商
人
は
安
心
し

て
よ
い
と
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
︒
原
文
の
文
末
に
﹁
余
事
付
在

船
主
舌
頭
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
翻
訳
文
作
成
過
程
で
︑
謁
見
し
た
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使
節
に
家
康
か
ら
口
頭
で
伝
え
ら
れ
た
言
葉
も
翻
訳
文
に
追
加
す
る
形
で
盛
り

込
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

　
な
お
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
は
書
状
掲
載
の
前
段
落
部
分
で
︑﹁
こ
の
書
状

は
︑
マ
ウ
リ
ッ
ツ
公
を
代
表
す
る
使
節
に
ス
タ
ー
テ
ン
・︹
ヘ
ネ
ラ
ー
ル
︺
が
東

イ
ン
ド
へ
向
け
て
持
た
せ
た
︑
推
薦
あ
る
い
は
紹
介
の
書
状
に
対
す
る
返
答
で

あ
っ
た
﹂
と
説
明
を
加
え
て
い
る
（︻
史
料
五
︼（︒
歴
史
書
執
筆
の
た
め
に
同
時

代
の
オ
ラ
ン
ダ
の
情
報
を
収
集
し
て
い
た
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
は
︑
オ
ラ
ン

ダ
に
到
来
し
た
家
康
書
状
が
︑
マ
ウ
リ
ッ
ツ
と
連
邦
議
会
が
派
遣
す
る
使
節
が

ア
ジ
ア
へ
赴
く
に
あ
た
っ
て
携
行
し
た
推
薦
状
あ
る
い
は
紹
介
状
へ
の
返
答
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
︑
日
蘭
通
交
開
始
に
つ
な
が
っ
た
慶
長
十
四
年
七
月
二
十
五
日
付

家
康
書
状
に
つ
い
て
︑
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
写
し
︑
崇
伝
が
書
き
残
し

た
﹁
異
国
日
記
﹂
に
お
け
る
関
連
記
事
と
同
書
状
の
内
容
控
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー

テ
レ
ン
﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
隣
邦
の
歴
史
﹄
所
収
の
同
書
状
の
オ
ラ
ン

ダ
語
訳
を
取
り
上
げ
︑
多
角
的
に
分
析
し
た
︒

　
ま
ず
︑
伝
存
す
る
家
康
書
状
の
写
し
に
つ
い
て
︑
現
在
の
所
蔵
機
関
で
あ
る

ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
の
歴
代
三
種
の
目
録
に
お
け
る
書
誌
情
報
を
整
理
し
つ

つ
︑
そ
の
来
歴
が
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
収
集
品
由
来
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
︒
ま
た
︑
家
康
書
状
の
写
し
を
オ
ラ
ン
ダ
に
送
付
し
た
商
務
員
ヘ
ン

ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
と
︑
一
六
〇
六
年
に
﹁
日
本
の
国
王
﹂
へ
の
書

状
と
贈
物
の
準
備
を
担
当
し
た
十
七
人
会
の
重
役
の
一
人
レ
オ
ナ
ー
ル
・
ラ
ー

イ
と
の
縁
戚
関
係
を
指
摘
し
︑
ラ
ー
イ
家
に
と
っ
て
家
康
書
状
の
持
つ
意
味
を

掘
り
下
げ
た
︒﹁
日
本
の
国
王
﹂
宛
の
書
状
作
成
に
関
わ
っ
た
ラ
ー
イ
家
に

と
っ
て
︑
日
本
か
ら
返
書
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
は
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
︒
返
書
の
写
し
を
預
か
っ
た
の
が
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー

イ
で
あ
っ
た
の
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
︒
ラ
ー
イ
家
の
日
本
の
君
主
宛
書
状
へ

の
関
与
が
そ
の
背
景
事
情
と
し
て
想
起
さ
れ
た
︒

　
続
い
て
︑﹁
異
国
日
記
﹂
に
お
け
る
同
書
状
の
関
連
記
事
か
ら
同
書
状
作
成
の

経
緯
を
紹
介
し
た
う
え
で
︑﹁
異
国
日
記
﹂
に
お
け
る
控
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書

館
所
蔵
写
し
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
︒
両
者
に
は
︑
表
記
の
形
式
に
相
違
点

が
み
ら
れ
る
が
︑
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒
そ
の
う
え
で
︑

家
康
書
状
の
内
容
の
分
析
を
通
じ
て
︑
書
状
作
成
に
あ
た
っ
て
の
日
本
側
の
認

識
を
考
察
し
た
︒
日
本
へ
来
航
し
た
蘭
船
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
艦
隊

に
所
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
幕
府
側
が
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
の
通
商
交
易
開
始
の
請
願
に
対
し
て
︑
家
康
が
積
極

的
な
姿
勢
で
対
応
し
た
様
子
が
書
状
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒

　
ま
た
︑
同
書
状
の
内
容
か
ら
︑
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
伝
え
ら
れ
た
内
容
の
推
測

を
試
み
︑
通
商
交
易
の
た
め
の
友
好
同
盟
締
結
︑
商
館
設
立
と
商
務
員
配
置
の

許
可
︑
オ
ラ
ン
ダ
船
の
往
来
と
交
易
場
所
と
し
て
の
着
岸
地
の
確
保
な
ど
貿
易
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に
関
す
る
諸
条
件
の
請
願
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
︒

　
さ
ら
に
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
隣
邦
の
歴
史
﹄

所
収
の
家
康
書
状
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
文
に
つ
い
て
︑
そ
の
翻
刻
文
と
和
訳
を
掲

載
し
た
う
え
で
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
の
分
析
を
通
じ
て
︑
家
康
書
状
の
内
容
に
対

す
る
オ
ラ
ン
ダ
側
に
お
け
る
受
容
認
識
に
つ
い
て
の
分
析
を
試
み
た
︒
オ
ラ
ン

ダ
側
に
と
っ
て
重
要
な
貿
易
通
商
に
関
わ
る
点
に
つ
い
て
は
︑
原
文
よ
り
も
オ

ラ
ン
ダ
語
訳
の
方
が
よ
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
︒

　
日
蘭
通
商
開
始
に
あ
た
っ
て
︑
日
蘭
双
方
の
認
識
に
は
︑
大
き
な
齟
齬
が
な

く
︑
オ
ラ
ン
ダ
船
が
日
本
に
来
航
す
る
形
で
両
国
間
の
通
商
交
易
が
安
全
に
開

始
さ
れ
る
と
の
共
通
認
識
が
み
ら
れ
た
︒
た
だ
︑
そ
の
形
式
は
返
書
と
と
も
に

朱
印
状
を
与
え
る
と
い
う
幕
府
主
導
の
も
の
で
あ
り
︑
こ
の
時
期
に
ス
ペ
イ
ン

人
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
し
て
同
様
の
朱
印
状
が
与
え
ら
れ
て
い
た（

（6
（

例
が
あ
る

の
と
同
様
に
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
の
応
対
は
朱
印
状
発
給
を
伴
う
幕
府
側
の
設
定

し
た
外
交
関
係
の
枠
組
み
の
な
か
で
処
理
さ
れ
た
︒

　
慶
長
十
四
年
七
月
二
十
五
日
付
家
康
書
状
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
使
節
に
与
え

ら
れ
た
同
日
付
の
朱
印
状
四
通
に
は
︑﹁
お
ら
ん
た
船
︑
日
本
江
渡
海
之
時
︑
何

之
浦
々
雖
為
着
岸
︑
不
可
有
相
違
候
︑
向
後
守
此
旨
︑
無
異
議
可
被
往
来
︑
聊

疎
意
有
間
敷
候
也
︑
仍
如
件
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る（

（6
（

︒

　
こ
の
朱
印
状
は
︑
以
後
の
オ
ラ
ン
ダ
船
の
日
本
来
航
に
際
し
て
日
本
の
ど
こ

の
浦
に
着
岸
し
た
と
し
て
も
︑
そ
の
往
来
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
旨
を
保
障
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
︒
既
述
の
通
り
︑
家
康
書
状
に
は
︑
通
商
交
易
開
始
に

あ
た
っ
て
︑
商
務
員
配
置
及
び
商
館
設
立
場
所
と
着
岸
湊
の
選
択
の
自
由
と
い

う
オ
ラ
ン
ダ
側
の
要
望
事
項
を
認
め
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
︒
一
方
︑

朱
印
状
に
は
︑
以
後
の
オ
ラ
ン
ダ
船
の
日
本
来
航
時
に
備
え
︑
来
航
す
る
オ
ラ

ン
ダ
船
の
安
全
を
保
障
す
る
内
容
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
記
載
内
容
か

ら
は
︑
こ
の
朱
印
状
が
オ
ラ
ン
ダ
船
の
日
本
来
航
時
に
着
岸
地
で
提
示
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
朱
印
状
の
提
示
に
よ
り
︑

そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
指
示
内
容
が
順
守
さ
れ
る
と
い
う
朱
印
状
の
機
能
的
役
割

の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
︒

　
本
稿
で
は
︑
朱
印
状
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触
れ
な
か
っ
た
が
︑
慶
長
十
四
年

前
後
に
オ
ラ
ン
ダ
船
に
対
し
て
朱
印
状
が
複
数
年
に
わ
た
っ
て
交
付
さ
れ
て
い

る
︒
本
稿
で
検
討
し
た
慶
長
十
四
年
付
家
康
書
状
と
朱
印
状
と
の
関
係
︑
朱
印

状
の
機
能
的
役
割
や
効
力
及
び
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
と
っ
て
の
意
味
な

ど
に
つ
い
て
の
再
検
討
も
日
蘭
関
係
の
考
察
を
深
化
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
検

討
対
象
で
あ
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

註（
（
（ 

オ
ラ
ン
ダ
総
督
マ
ウ
リ
ッ
ツ
︒
一
五
九
六
年
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
北
部
七
州
が
ス
ペ

イ
ン
か
ら
独
立
を
果
た
し
︑
連
邦
共
和
国
と
し
て
成
立
し
た
オ
ラ
ン
ダ
は
︑
七
州
の
各

議
会
（vroedschap

（
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
最
高
統
治
機
関
ス
タ
ー

テ
ン
・
ヘ
ネ
ラ
ー
ル
（Staten-G

eneraal

連
邦
議
会
（
が
連
邦
共
和
国
の
統
治
を
司
っ
て

い
た
た
め
︑﹁
国
王
﹂
は
存
在
し
な
か
っ
た
︒
と
は
い
え
︑
マ
ウ
リ
ッ
ツ
は
︑
世
襲
君
主
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で
あ
り
︑
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
連
邦
共
和
国
総
司
令
官
（﹁
オ
ラ
ン
ダ
総
督
﹂（
の
地
位
に

あ
っ
た
︒

（
（
（ 

こ
の
家
康
書
状
は
︑
家
康
か
ら
﹁
阿
蘭
陀
国
主
﹂
宛
に
送
ら
れ
た
最
初
の
書
状
で
は

な
い
が
︑
オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
最
初
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
︒
一
六
〇
五
年
に
作
成
・
発
送
さ
れ
た
家
康
か
ら
の
最
初
の
書
状
に
つ
い
て
は

註
（
（（
（
参
照
︒

（
（
（ 

異
国
日
記
刊
行
会
編
﹃
影
印
本
異
国
日
記
︱
︱
金
地
院
崇
伝
外
交
文
書
集
成
﹄
東
京

美
術
︑
一
九
八
九
年
︑﹁
異
国
日
記
︿
上
﹀﹂
八
~
九
頁
︑
丁
次
十
四
~
十
五
︒
村
上
直

次
郎
訳
注
﹃
異
国
往
復
書
翰
集
・
増
訂
異
国
日
記
抄
﹄（﹃
異
国
叢
書
﹄
復
刻
版
（
改
定

復
刻
版
︑
雄
松
堂
書
店
︑
一
九
六
六
年
︑﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
二
十
~
二
十
六
頁
︒
こ

の
時
の
朱
印
状
の
宛
所
は
︑
マ
レ
ー
半
島
パ
タ
ニ
向
け
と
し
て
フ
ェ
ル
フ
ー
フ
艦
隊
所

属
ス
ヒ
ッ
プ
船
デ
ル
フ
ト
号
の
上
級
商
務
員
で
あ
っ
た
ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ル
ネ
ウ
ェ
ー
ヘ

（Jacob G
roenew

egen, ?–（（1（

（︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
向
け
と
し
て
同
艦
隊
の
副

提
督
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ト
（François W

ittert, c.（（（（ –（（（1

（︑
使
節
と
し
て

家
康
に
謁
見
し
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
と
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ポ
イ

ク
両
上
級
商
務
員
の
四
名
に
対
し
て
で
あ
っ
た
︒

（
（
（ 

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
生
ま
れ
た
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
は
︑
一
五
五
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン

に
渡
り
︑
一
五
八
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
商
人
団
体
の
在
ロ
ン
ド
ン
領
事
に
指
名
さ
れ
︑
そ

の
仕
事
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
︑
同
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
収
集
と

著
述
に
取
り
組
ん
だ
︒P.J. Blok, P.C

. M
olhuysen, N

ieuw
 N

ederlandsch biografisch 

w
oordenboek. vol. （ , Leiden: A.W

. Sijthoff, （（（（ , p. （（（  

参
照
︒

（
（
（ Em

anuel van M
eteren, H

istorie der N
eder-landscher ende haerder naburen oorlogen 

ende geschiedenissen. tot den iare 1612. ʼ s G
ravenshage: H

illebrant Iacobssz, （（（（ , fol. 

（（（ .

（
（
（ 

金
井
圓
﹃
日
蘭
交
渉
史
の
研
究
﹄
思
文
閣
出
版
︑
一
九
八
六
年
︑
八
十
~
八
十
二
頁
︒

（
（
（ 

加
藤
榮
一
﹃
幕
藩
制
国
家
の
成
立
と
対
外
関
係
﹄
思
文
閣
出
版
︑
一
九
九
八
年
︑
一

一
五
頁
︒

（
（
（ 

註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
二
十
二
~
二
十
三
頁
︒
現
在
こ
の
オ
ラ

ン
ダ
語
訳
は
喪
失
し
た
か
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
︒

（
（
（ 

松
田
清
﹃
洋
学
の
書
誌
的
研
究
﹄
臨
川
書
店
︑
一
九
九
八
年
︑
五
一
二
~
五
一
四
頁
︒

ド
ゥ
ー
フ
が
参
照
し
た
の
は
︑
一
七
六
三
年
刊
行
の
八
折
り
版
十
冊
本
の
う
ち
の
第
九

巻
三
二
一
頁
で
あ
っ
た
と
い
う
︒

（
（1
（ 

二
点
の
先
行
文
献
が
次
の
通
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒﹁O

skar N
achod, D

ie 

Beziehungen der niederländischen O
st-Indischen C

om
pagnie zu Japan im

 siebzehnten 

Jahrhundert, （（（（  （Beilage （

（; M
argo van O

pstall, vol. I. p. （（（ , note （ .

﹂

（
（（
（ 

三
年
後
に
家
康
か
ら
与
え
ら
れ
た
慶
長
十
七
年
十
月
付
﹁
阿
蘭
陀
国
主
﹂
宛
書
状
が

慶
長
十
四
年
七
月
二
十
五
日
付
の
も
の
よ
り
も
相
対
的
に
短
文
で
簡
潔
な
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
︑
こ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
註
（
（
（
前
掲
﹁
異
国
日

記
︿
上
﹀﹂
二
十
九
~
三
十
頁
︑
丁
次
五
十
五
~
五
十
六
及
び
註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増

訂
異
国
日
記
抄
﹂
一
五
二
~
一
五
三
頁
参
照
︒

（
（（
（ R

. B. H
albertsm

a, Scholars, travellers, and trade: the pioneer years of the N
ational 

M
useum

 of Antiquities in Leiden, 1818–1840. London: Routledge, （11（ , pp. （（ –（（ . 

G
errit

はG
erard

と
も
記
さ
れ
︑
こ
の
場
合
︑
同
一
人
物
を
指
す
︒

（
（（
（ Ibid., p.（（ ; H

. Brem
er, G

erard van Papenbroek, verzam
elaar in achttiende-eeuw

se 

traditie, pp. （（1 –（（（ . in: D
e O

udheid in de Achttiende Eeuw
/C

lassical Antiquity in the 

Eighteenth C
entury, U

trecht: W
erkgroep （（ e Eeuw, （1（（ , pp. （（（ –（（（ . G

errit

は
父
の

名
と
同
じ
くG

erard

と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒

（
（（
（ H

.T. C
olenbrander, Jan Pietersz. C

oen : levensbeschrijving. ʼ s-G
ravenhage: M

artinus 

N
ijhoff, （（（（ , [vol. （ ], pp. （（ , （（ .

（
（（
（ P.J. Blok, P.C

. M
olhuysen, N

ieuw
 N

ederlandsch Biografisch W
oordenboek. Leiden: A. 

W
. Sijthoff, （（（（ , vol. （ , p. （（（（ .

（
（（
（ Ibid., vol （ , p. （（（（ ; H

.T. C
olenbrander, Jan Pietersz. C

oen : Bescheiden om
trent zijn 

bedrijf in Indië. ʼ s-G
ravenhage: M

artinus N
ijhoff, （（（1 , vol. （ , p. （（ ; 

註
（
（（
（
前
掲

H
.T. C

olenbrander, Jan Pietersz. C
oen : levensbeschrijving. [vol. （ ], p. （1 .
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（
（（
（ 

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
よ
り
︹
十
七
人
会
︺
宛
書
状
︑
パ
タ
ニ
︑
一
六
一
〇

年
十
月
八
日
付
︒（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵N

ationaal Archief, D
en H

aag [N
L-

H
aN

A
], Verenigde O

ostindische C
om

pagnie 

（V
O

C

（, num
m

er toegang （ .1（ .1（ , 

inventarisnum
m

er （1（（

﹇
パ
タ
ニ
の
部fols. （（ –（1

﹈（fol. （（ v. 

こ
の
書
状
に
つ
い
て
︑

東
京
帝
国
大
学
編
﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
十
二
編
之
六
︑
東
京
帝
国
大
学
︑
一
九
〇
四
年
︑

四
五
七
~
四
六
三
頁
に
翻
刻
と
和
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
当
該
引
用
箇
所
を
含
む
オ

ラ
ン
ダ
語
原
文
﹁H

ier m
ede gaet copije vanden brieff van sijnne keijserlijcke m

agesteijt 

geschreven aen sijnne princelijcke Ex
cie, hebben oock noch daerbeneven tw

ee andere 

brieven van sijnne m
agesteijt becom

m
en inne form

e van paspoorten voor de schepen 

die hier naer sullen com
m

en, w
aervan dʼ een is gelaeten tot Petane ende den anderen tot 

Bantam

﹂
の
部
分
に
つ
い
て
︑
村
上
訳
で
は
﹁
本
書
と
共
に
送
る
は
︑
皇
帝
陛
下
よ
り

国
王
殿
下
に
宛
て
た
る
書
簡
並
に
今
後
来
る
べ
き
船
の
為
め
に
陛
下
よ
り
与
へ
ら
れ
た

る
通
航
免
状
の
形
式
を
具
へ
た
る
書
付
の
写
な
り
︑
内
一
通
は
パ
タ
ニ
に
︑
他
は
バ
ン

タ
ン
に
留
む
﹂（
引
用
に
あ
た
っ
て
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
（
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
︒

し
か
し
︑
原
文
で
は
単
数
形copije

（
写
し
（
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
︑
ま
た
当
該
文
の

構
造
と
内
容
か
ら
︑
家
康
書
状
の
み
が
写
し
で
あ
り
︑
同
封
さ
れ
た
の
は
家
康
書
状
写

し
の
方
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
︒

（
（（
（ 

ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
及
び
グ
リ
フ
ィ
ユ
ー
ン
号
の
合
同
委
員

会
の
決
議
録
︑
平
戸
︑
一
六
〇
九
年
九
月
二
十
日
付
（N

L-H
aN

A, Aanw. （ e afd. AR
A, 

（ .（（ .1（ .1（ , inv. nr. （（（（

（︒
こ
の
決
議
録
に
は
︑
グ
リ
フ
ィ
ユ
ー
ン
号
の
下
級
商
務
員

ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
商
館
長
と
し
て
平
戸
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
︑
二
隻

の
ス
ヒ
ッ
プ
船
の
委
員
会
構
成
員
五
人
の
う
ち
一
つ
が
空
席
に
な
る
こ
と
に
伴
い
︑
ヘ

ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
が
ス
ペ
ッ
ク
ス
の
席
に
着
任
し
︑
以
後
代
わ
り
に
委

員
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
承
認
・
決
議
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（ Pieter W
illem

sz Verhoeff, Journael ende verhael van alle het gene dat ghesien ende 

voor-ghevallen is op de Reyse, gedaen door den E. ende gestrengen Pieter W
illem

sz. 

Verhoeven Adm
irael G

enerael over （（ . Schepen, gaende naer de O
ost-Indien, C

hina, 

Philipines, ende byleggende R
ijcken, In den Iare （（1（ . ende volgende.

（﹁
一
六
〇
七
年

及
び
続
く
年
に
十
三
隻
の
船
を
指
揮
す
る
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
レ
ム
ス
・
フ
ェ
ル
フ
ー
フ

提
督
総
司
令
官
閣
下
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
東
イ
ン
ド
︑
中
国
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
及
び

周
辺
諸
国
へ
の
航
海
旅
行
で
経
験
し
た
こ
と
す
べ
て
に
つ
い
て
の
日
誌
及
び
話
﹂（, fol. 

（（ .

（﹁
レ
イ
ニ
ー
ル
・
デ
ィ
ク
ス
ゾ
ー
ン
・
フ
ァ
ン
・
ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
に
よ
る
ロ
ー
デ
・

レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
の
航
海
日
誌
﹂
一
六
〇
九
年
十
月
三
日
条
（︒in: Isaac 

C
om

m
elin, Begin ende voortgangh van de Vereenighde N

ederlantsche G
eoctroyeerde O

ost-

Indische com
pagnie. Am

sterdam
: s.n., （（（（ , vol. （ .

（
（1
（ 

註
（
（（
（
前
掲
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
よ
り
︹
十
七
人
会
︺
宛
書
状
︑
パ

タ
ニ
︑
一
六
一
〇
年
十
月
八
日
付
︒fol. （1 .

（
（（
（ 

註
（
（（
（
前
掲
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
よ
り
︹
十
七
人
会
︺
宛
書
状
︑
パ

タ
ニ
︑
一
六
一
〇
年
十
月
八
日
付
︒fol. （（ r.

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲Van M

eteren, H
istorie der N

eder-landscher ende haerder naburen 

oorlogen ende geschiedenissen, fol. （（（ .

（
（（
（ 

ス
ヒ
ッ
プ
船
デ
ル
フ
ト
号
︒
モ
ル
ッ
カ
諸
島
か
ら
一
六
一
〇
年
八
月
頃
に
パ
タ
ニ
に

寄
港
し
た
同
船
は
︑
そ
の
後
一
六
一
一
年
二
月
に
バ
ン
タ
ム
か
ら
帰
国
の
途
に
就
き
︑

同
年
八
月
に
オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
し
て
い
る
︒

（
（（
（ 

註
（
（（
（
前
掲
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
よ
り
︹
十
七
人
会
︺
宛
書
状
︑
パ

タ
ニ
︑
一
六
一
〇
年
十
月
八
日
付
︒fol. （1 .

（
（（
（ 

レ
オ
ナ
ー
ル
・
ラ
ー
イ
の
名
は
︑
東
イ
ン
ド
会
社
設
立
時
の
重
役
名
簿
にLeonaert 

R
ay

と
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒﹁
一
六
〇
二
年
三
月
二
十
日
付
特
許
状
﹂（N

L-H
aN

A, V
O

C
, 

（ .1（ .1（ , inv. nr. （ .

（
参
照
︒
註
（
（
（
前
掲Van M

eteren, H
istorie der N

eder-landscher 

ende haerder naburen oorlogen ende geschiedenissen, fol. （（（  

掲
載
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
支
部

所
属
重
役
名
簿
に
はLenaert R

ay

と
記
載
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（ L. C

. D
. Van D

ijk, Zes jaren uit het leven van W
em

m
er van Berchem

, gevolgd door Iets 

over onze vroegste betrekkingen m
et Japan, tw

ee geschiedkundige bijdragen. Am
sterdam

: J. 

H
. Scheltem

a, （（（（ , p. （（ . note （ . 

フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
はLeonard van R

aeij

と
綴
っ
て
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い
る
︒

（
（（
（ 

﹁
一
六
〇
六
年
二
月
二
日
付
十
七
人
会
決
議
録
﹂（N

L-H
aN

A, V
O

C
, （ .1（ .1（ , inv. nr. 

（（（（ .

（
フ
ォ
リ
オ
番
号
無
し
︒

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲Van M

eteren, H
istorie der N

eder-landscher ende haerder naburen 

oorlogen ende geschiedenissen, fol. （（（ .

（
（（
（ 

当
時
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
︑
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ

ン
・
ラ
ー
イ
の
筆
跡
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
︑
同
筆
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
︒

（
（1
（ 

註
（
（
（
前
掲
﹁
異
国
日
記
︿
上
﹀﹂
八
頁
︑
丁
次
十
四
︒
註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増

訂
異
国
日
記
抄
﹂
二
十
~
二
十
一
頁
︒
な
お
︑
引
用
に
あ
た
っ
て
旧
字
体
は
新
字
体
に

改
め
た
︒

（
（（
（ 

オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
で
は
︑﹁Adij （1

en ditto hebben onse patente ende brieven van den 

keyser aen sijn ex. tie becom
m

en

﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
はbrief

（
書
状
（
の
複
数

形brieven

が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒M

argaretha Elizabeth van O
pstall, D

e reis van de 

vloot van Pieter W
ilem

sz Verhoeff naar Azie 1607–1612. ʼ s-G
ravenhage: M

. N
ijhoff, 

（（（（ , vol. （ , p. （（（

（﹁
ポ
イ
ク
の
参
府
日
記
﹂
一
六
〇
九
年
八
月
二
十
日
条
（
参
照
︒
な

お
︑
同
日
記
の
一
六
〇
九
年
七
月
末
日
条
に
︑
使
節
に
は
平
戸
藩
主
か
ら
護
衛
が
付
け

ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
上
記
の
通
り
︑
謁
見
時
に
写
し
も
原
本
と
一
緒
に
渡
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
︑
護
衛
と
し
て
随
行
し
た
平
戸
藩
主
の
家
臣
が
写
し
を

書
い
た
可
能
性
も
考
え
に
く
い
︒

（
（（
（ 

圓
智
撰
﹁
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
﹂
一
~
二
巻
︑︹
要
法
寺
︺︑︹
慶
長
五
（
一
六

〇
〇
（
年
︺︒
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
の
上
下
巻
末
に
閑
室
元
佶
の
自
筆
識
語
が
あ
る
︒

 
 

https://dl.ndl.go.jp/pid/（（（（（1（ /（ /（（

 
 

https://dl.ndl.go.jp/pid/（（（（（1（ /（ /（（

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲
﹃
影
印
本
異
国
日
記
﹄
所
収
巻
頭
掲
載
図
版
二
枚
目
参
照
︒
こ
の
﹁
濃

毘
数
般
宛
徳
川
家
康
返
書
案
﹂
は
国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
京
都
の
金
地
院
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
二
十
四
頁
~
二
十
六
頁
参
照
︒

（
（（
（ 

同
朱
印
状
原
本
が
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
に
現
存
し
て
い
る
︒﹁
慶
長
十
四
年
七
月
二

十
五
日
付
ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ル
ネ
ウ
ェ
ー
ヘ
宛
朱
印
状
﹂（N

L-H
aN

A, N
ederlandse Factorij 

Japan, （ .1（ .（（ , inv. nr. （ A（ .

（︒
ま
た
︑
註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
に

も
慶
長
十
四
年
七
月
二
十
五
日
付
﹁
オ
ラ
ン
ダ
船
渡
航
朱
印
﹂
と
し
て
図
版
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
︒

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲
﹁
異
国
日
記
︿
上
﹀﹂
八
頁
︑
丁
次
十
四
︒
註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増

訂
異
国
日
記
抄
﹂
二
十
一
︑
二
十
四
頁
︒

（
（（
（ 

﹁
裨
将
﹂
は
﹁
副
将
﹂
の
意
︒
写
し
で
こ
の
語
句
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
︑

﹁
裨
﹂
と
い
う
漢
字
に
﹁
卑
（
い
や
し
い
（﹂
と
い
う
部
首
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
︑
相

手
に
対
す
る
失
礼
の
回
避
と
し
て
削
除
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
︑
敬
意
礼
法
と
み
ら
れ
る

と
の
ご
教
示
を
査
読
者
の
お
一
人
か
ら
頂
い
た
︒

（
（（
（ 

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
﹃
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
︱
︱
家
康
に
愛
さ
れ
た

男
・
三
浦
按
針
﹄（
ち
く
ま
新
書
（
筑
摩
書
房
︑
二
〇
二
一
年
︑
二
〇
六
~
二
〇
八
頁
︒
註

（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
一
五
七
頁
︒
な
お
︑
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ

ン
ス
同
書
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ユ
リ
ウ
ス
暦
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
改
め
た
︒
以
下
同
様
︒

（
（（
（ 

同
上
ク
レ
イ
ン
ス
﹃
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
﹄︑
二
一
四
~
二
一
五
頁
︒
註
（
（
（

前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
一
五
七
頁
︒

（
（1
（ 

註
（
（
（
前
掲
﹁
異
国
日
記
︿
上
﹀﹂
三
十
頁
︑
丁
次
五
十
七
︒
註
（
（
（
前
掲
村
上

﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
一
五
六
︑
一
六
二
~
一
六
四
頁
︒

（
（（
（ 

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
書
翰
案
第
一
巻
（Th

e First Letter Book of the East India 

C
om

pany

（︒
註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
一
六
〇
︑
一
六
二
~
一
六
三

頁
︒
註
（
（（
（
前
掲
ク
レ
イ
ン
ス
﹃
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
﹄︑
二
一
六
頁
︒

（
（（
（ 
註
（
（
（
前
掲
﹁
異
国
日
記
︿
上
﹀﹂
三
十
二
頁
︑
丁
次
六
十
︒
註
（
（
（
前
掲
村
上

﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
一
七
八
~
一
八
二
頁
︒

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲
﹁
異
国
日
記
︿
上
﹀﹂
三
十
二
頁
︑
丁
次
六
十
~
六
十
一
︒
註
（
（
（

前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
一
八
四
~
一
八
八
頁
︒

（
（（
（ 

マ
ウ
リ
ッ
ツ
往
信
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
ア
ジ
ア
進
出
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と
日
本
へ
の
視
座
﹂﹃
総
研
大
文
化
科
学
研
究
﹄
十
九
︑
二
〇
二
三
年
︑
一
二
八
頁
を
参

照
︒

（
（（
（ 
﹁
真
如
路
﹂
は
︑
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
のSenhor

（
男
性
の
敬
称
﹁
氏
﹂（︒
註
（
（
（
前
掲

村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
三
十
四
頁
参
照
︒

（
（（
（ 

﹁
一
六
〇
八
年
四
月
十
一
日
付
ア
フ
リ
カ
及
び
ア
ジ
ア
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
職
員
へ
の
十
七
人
会
の
指
令
書
の
覚
﹂（N

L-H
aN

A, V
O

C
, （ .1（ .1（ , inv. nr. 

（（（ .

（; J.K
.J. D

e Jonge, D
e opkom

st van het N
ederlandsch gezag in O

ost-Indie (1595–

1610). ʼ s G
ravenhage: M

. N
ijhoff, （（（（ , vol. （ , pp. （1（ –（（1 ; Peter Borschberg, 

Journal, M
em

orials and Letters of C
ornelis M

atelieff de Jonge. Singapore:, N
U

S Press, 

（1（（ , p. （（（ . 

な
お
︑D

e Jonge, op. cit., pp. （1（ –（（（

に
は
︑
同
内
容
の
﹁
一
六
〇
九
年

五
月
四
日
に
ヤ
ヒ
ト
船
フ
ー
デ
・
ホ
ー
プ
号
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
覚
と

指
令
書
﹂
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑Borschberg, op. cit., pp. （（（ –（（1  

に

そ
の
英
訳
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（ 

そ
の
覚
に
つ
い
て
は
未
詳
︒

（
（（
（ 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ス
プ
リ
ン
ケ
ル
よ
り
徳
川
家
康
宛
書
状
︑
パ
タ
ニ
︑
一
六
〇
八
年
二

月
六
日
付
（N

L-H
aN

A, V
O

C
, （ .1（ .1（ , inv. nr. （1（（

（fols. （（ –（（ . 
こ
の
書
状
は
︑
家

康
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
働
き
か
け
に
対
応
し
て
︑
マ
ウ
リ
ッ
ツ
の
名
の
下
で
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
︒
家
康
は
一
六
〇
五
年
に
リ
ー
フ
デ
号
の
元
船
長
ヤ
ー
コ
ブ
・
ク
ワ
ッ
ケ

ル
ナ
ッ
ク
と
元
乗
組
員
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
を
通
じ
て
書
状

と
来
航
通
商
許
可
の
朱
印
状
を
パ
タ
ニ
商
館
に
も
た
ら
し
て
い
た
︒
さ
ら
に
そ
の
翌
年

も
パ
タ
ニ
商
館
に
家
康
か
ら
の
朱
印
状
が
届
い
て
い
た
︒

（
（（
（ 

オ
ス
カ
ー
・
ナ
ホ
ッ
ド
（
富
永
牧
太
訳
（﹃
十
七
世
紀
日
蘭
交
渉
史
﹄
養
徳
社
︑
一
九

五
六
年
︑
七
十
五
頁
︒
同
書
七
十
一
頁
に
も
︑﹁
彼
︹
ス
プ
リ
ン
ケ
ル
︺
は
堂
々
と
︑
マ

ラ
ッ
カ
包
囲
を
解
い
た
後
の
葡
萄
牙
人
に
対
す
る
マ
テ
リ
ー
フ
艦
隊
の
輝
か
し
い
戦
闘

行
為
を
述
べ
﹂
と
あ
る
︒

（
（1
（ 

こ
の
年
の
オ
ラ
ン
ダ
使
節
に
よ
る
家
康
謁
見
に
通
訳
と
し
て
同
行
し
た
の
が
メ
ル
ヒ

ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
で
あ
っ
た
状
況
か
ら
は
︑
同
人
が
翻
訳
に
関
わ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒
註
（
（（
（
前
掲Van O

pstall, D
e reis van de vloot van Pieter 

W
ilem

sz Verhoeff. vol. （ , p. （（（ .

（﹁
ポ
イ
ク
の
参
府
日
記
﹂
一
六
〇
九
年
七
月
二
十
七
日

条
（
参
照
︒

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
二
十
二
~
二
十
三
頁
︒
現
在
︑
こ
の
史

料
の
所
在
は
不
明
︒
村
上
氏
に
よ
る
と
︑
こ
れ
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
英
語
訳
文
が

﹁
パ
ー
チ
ェ
ー
ス
﹃
廻
国
記
﹄（Sam

uel Purchas, Purchas his pilgrim
age or relations of the 

w
orld and the religions, London, （（（（

（﹂
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
︒

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
三
十
一
頁
︑
註
（
ニ
（︒
な
お
︑
註
（
（（
（

前
掲Van D

ijk, Zes jaren uit het leven van W
em

m
er van Berchem

, pp. （（ –（（

に
も
︑
家

康
書
状
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
典
拠
非
表
示
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
︑
綴
り
が
現
代
オ
ラ

ン
ダ
語
に
変
更
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
修
正
が
み
ら
れ
る
ほ
か
は
︑
村
上
掲
載
版
翻
刻
と

ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
た
め
︑
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
も
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵
史
料

を
参
照
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

（
（（
（ 

註
（
（
（
前
掲Van M

eteren, H
istorie der N

eder-landscher ende haerder naburen 

oorlogen ende geschiedenissen, fol. （（（ .

（
（（
（ Ibid., fol. （（（ .

（
（（
（ Ibid., fol. （（（ .

（
（（
（ 

オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
で
はover-Vorst

が
使
用
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（ 

当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
綴
り
に
は
表
記
ゆ
れ
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
︑Prince

とPrins

は
同
じ
︒

（
（（
（ 

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
日
本
来
航
船
二
隻
所
属
の
商
務
員
ポ
イ
ク
や
フ
ァ
ン
・

ラ
ー
イ
は
︑
そ
の
日
記
や
書
状
で
家
康
の
こ
と
を
﹁keijser

（
皇
帝
（﹂︑﹁grooten keijser

（
大
皇
帝
（﹂
あ
る
い
は
﹁sijnne keijserlijcke m

agesteijt

（
皇
帝
陛
下
（﹂
と
表
現
し
て
い

る
︒

（
（（
（ 
以
下
の
原
文
と
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
と
の
比
較
に
お
い
て
は
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
掲

載
版
訳
と
村
上
掲
載
版
訳
を
特
に
区
別
し
な
い
が
︑
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
掲
載
版
訳

を
基
準
と
し
て
参
照
し
た
︒
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（
（1
（ 
註
（
（（
（
前
掲
ナ
ホ
ッ
ド
﹃
十
七
世
紀
日
蘭
交
渉
史
﹄
七
十
五
頁
で
は
︑
オ
ラ
ン
ダ

語
訳
文
の
方
が
詳
細
で
長
文
で
あ
る
こ
と
の
要
因
と
事
情
に
つ
い
て
︑
会
社
職
員
に
よ

る
文
飾
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

（
（（
（ 

こ
の
時
期
に
ス
ペ
イ
ン
人
に
も
同
様
の
朱
印
状
が
与
え
ら
れ
て
い
た
︒
註
（
（
（
前

掲
村
上
﹁
増
訂
異
国
日
記
抄
﹂
四
十
六
~
四
十
七
頁
（
慶
長
十
四
年
十
月
六
日
付
呂
宋

船
宛
朱
印
状
（︑
一
一
五
~
一
一
六
頁
（
慶
長
十
七
年
九
月
付
黒
船
・
南
蛮
人
宛
朱
印
状
（︒

村
上
同
書
﹁
異
国
往
復
書
翰
集
﹂
九
十
三
頁
（
慶
長
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
付
ス
ペ

イ
ン
・
レ
ル
マ
公
宛
朱
印
状
（
な
ど
参
照
︒

（
（（
（ 

註
（
（（
（
前
掲
﹁
慶
長
十
四
年
七
月
二
十
五
日
付
ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ル
ネ
ウ
ェ
ー
ヘ
宛

朱
印
状
﹂（N

L-H
aN

A, N
ederlandse Factorij Japan, （ .1（ .（（ , inv. nr. （ A（ .

（︒

付
記

　
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
特
別
研
究
員
奨
励
費（（ K

J1（（（

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
︒




